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『
有
用
植
物
図
説
解
説
原
稿
』
　
田
中
芳
男
・
小
野
職
愨
自
筆
　
全
八
冊

　『
有
用
植
物
図
説
』
は
、
明
治
二
四
年
、
蔵
版
者
を
帝
国
博
物
館
と
し
て
大
日
本
農
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
四
年
九
月
の
文
部
省
博
物
局
発
足
以

来
、
所
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
博
物
局
あ
る
い
は
博
物
館
の
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た
田
中
芳
男
、
小
野
職
愨
共
撰
に
よ
る
最
後
の
書
で
あ
る
。
見

返
し
に
よ
れ
ば
、
校
正
は
小
森

信
、
曲
直

愛
。
服
部
雪
齋
図
画
。
有
用
な
植
物
を
選
び
、
二
五
類
に
分
類
。
実
物
の
識
別
の
た
め
、
一
、〇
一
五
の

木
版
色
刷
の
植
物
図
、
一
、二
二
八
項
目
の
解
説
（
附
録
項
目
を
含
む
）
を
収
録
。
図
画
三
冊
、
解
説
三
冊
、
目
録
索
引
一
冊
の
計
七
冊
。
明
治
前
半
期

に
発
展
し
た
実
用
的
博
物
学
の
到
達
点
と
い
え
る
大
著
で
あ
る
。

　
今
回
紹
介
す
る
『
有
用
植
物
図
説
解
説
原
稿
』
は
、『
有
用
植
物
図
説
』
の
解
説
お
よ
び
目
録
索
引
の
草
稿
を
全
八
冊
に
製
本
し
た
も
の
で
あ

る
。
第
一
冊
か
ら
第
四
冊
に
は
、
項
目
一
「
ウ
ル
チ
」
か
ら
項
目
一
〇
〇
八
「
マ
ツ
バ
ラ
ン
」
ま
で
の
解
説
の
草
稿
。
第
五
冊
に
は
、
項
目

七
三
四
「
テ
ッ
セ
ン
」
か
ら
一
〇
一
〇
「
ロ
ク
カ
ク
シ
」
に
該
当
す
る
部
分
の
浄
書
。
第
六
冊
か
ら
第
八
冊
ま
で
は
目
録
索
引
中
の
凡
例
、
目

録
、
表
紙
の
草
稿
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
草
稿
の
字
体
・
形
式
は
不
統
一
で
あ
り
、
罫
紙
も
、
個
人
の
罫
紙
で
あ
る
衆
芳
軒
叢
書
罫
紙
（
衆
芳

軒
は
職
愨
の
号
）
、
官
署
の
罫
紙
で
あ
る
博
覧
会
事
務
局
罫
紙
、
博
物
局
罫
紙
、
内
務
省
罫
紙
、
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
罫
紙
、
農
商
務
省

罫
紙
、
宮
内
省
罫
紙
と
種
々
の
形
式
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
上
段
は
、
表
紙
（
第
三
冊
か
ら
採
用
）。
中
段
は
第
四
冊
の
本
文
末
尾
と
裏
表
紙
見
返
し
で
あ
る
。
本
文
末
尾
に
「
月
明
莊
」
の
印
記
が

み
え
る
が
、
こ
れ
は
各
冊
の
末
尾
に
も
あ
る
。
裏
表
紙
見
返
し
の
書
入
れ
は
、「
明
治
二
十
年
十
月
十
四
日
正
午
草
稿
了
／
通
計
千
〇
〇
八
種
ナ

リ
」。
な
お
、
第
一
冊
の
中
表
紙
に
は
「
明
治
二
十
年
二
月
一
日
／
有
用
植
物
圖
説
草
稿
」、
第
八
冊
の
冒
頭
に
は
「
明
治
十
九
年
十
二
月
七
日

／
植
物
圖
通
計
一
千
〇
八
種
／
有
用
植
物
圖
説
　
巻
之
一
二
三
」
の
書
入
れ
が
あ
る
。
図
画
の
校
正
後
、
短
期
間
に
解
説
草
稿
が
成
っ
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。
下
段
は
、
第
七
冊
中
の
表
紙
草
稿
。
内
務
省
所
轄
の
明
治
九
年
十
二
月
の
刊
行
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
な
お

同
じ
く
第
七
冊
中
、
農
商
務
省
罫
紙
を
用
い
て
の
ほ
ぼ
同
形
式
の
表
紙
草
稿
が
あ
る
。
農
商
務
省
博
物
館
時
代
に
も
刊
行
計
画
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
な
ぜ
、
草
稿
の
体
裁
が
不
統
一
か
つ
作
成
時
期
に
十
余
年
も
の
幅
が
あ
る
の
か
。『
有
用
植
物
図
説
』
目
録
索
引
所
載
の
田
中
芳
男
の
自
序
に

よ
れ
ば
、
明
治
八
年
三
月
に
は
、
服
部
雪
齋
を
画
工
と
し
、「
圖
ア
ル
者
一
千
零
五
十
八
品
、
圖
ナ
キ
者
一
百
一
十
一
品
合
數
一
千
一
百
六
十
九

品
」
の
図
画
、
目
録
の
稿
は
整
っ
て
い
た
も
の
の
、
所
轄
の
変
遷
に
よ
り
事
業
が
中
断
。
明
治
一
九
年
の
新
官
制
公
布
に
よ
る
農
商
務
省
博
物

館
解
体
、
宮
内
省
博
物
館
発
足
後
、「
舊
來
着
手
ノ
殘
業
ヲ
結
了
セ
ン
ト
ス
ル
」
意
図
を
も
っ
て
、
す
で
に
博
物
館
の
職
に
な
か
っ
た
小
野
職

愨
、
田
中
芳
男
に
「
幸
ニ
余
等
尚
健
全
ナ
ル
ヲ
以
テ
更
ニ
囑
シ
テ
」、
明
治
二
〇
年
一
月
、
改
め
て
事
業
を
再
開
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
『
有
用
植
物
図
説
解
説
原
稿
』
は
、『
有
用
植
物
図
説
』
編
さ
ん
の
過
程
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
博
物
局
あ
る
い
は

博
物
館
の
結
末
を
示
す
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
興
味
深
い
。（
当
館
請
求
記
号
　W

392
―10

）

（
膝
舘
　
寿
巳
恵
）

ひ
ざ
た
て
　
　
す

み

え

も
と
よ
し
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読
者
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
当
館
は
三
か
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
東
京
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
ほ
ぼ
終
え
、
一
〇
月

一
日
、
開
館
日
の
拡
大
、
開
館
時
間
の
延
長
を
行
い
、
東
京
本
館
来
館
利
用
者
の
利
用
機
会
を
大
幅
に
増
大
さ
せ

た
こ
と

(
年
間
開
館
時
間
数
四
三
％
増)

は
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
利
用
手
続
き
を
シ
ス
テ
ム

化
し

(

東
京
本
館
来
館
者
利
用
シ
ス
テ
ム)

、
迅
速
、
的
確
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
利
便
性
の
向
上
も
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
資
料
請
求
件
数
・
複
写
申
込
み
件
数
の
制
限
緩
和
と
相
ま
っ
て
、
来
館

者
の
利
用
時
間
、
利
用
の
ピ
ー
ク
時
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
、
館
内
の
閲
覧
に
良
好
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

本
年
、
当
館
が
取
り
組
む
べ
き
最
大
の
課
題
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
の
収
集
に
関
す
る
制
度
の
構
築
と

運
用
へ
の
着
手
で
あ
り
ま
す
。
近
年
に
お
け
る
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
従
来
出
版
物
の
形
態
で
流
通
し

て
い
た
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
で
流
通
す
る
事
態
が
生
じ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
こ
れ

ら
の
情
報
を
収
集
し
な
け
れ
ば
当
館
が
そ
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
事
態
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
昨
年
発
表
し
た

｢

ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

(

本
誌
五
二
〇
号)

で
は
、｢

国
民
の
知
的
活
動
の
成
果
を
、

印
刷
物
か
ら
電
子
情
報
に
い
た
る
ま
で
広
く
収
集
し
、
国
民
共
有
の
情
報
資
源
を
構
築
す
る｣

、｢

現
在
及
び
将
来

に
わ
た
り
、
情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る｣
と
宣
明
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、｢

電
子
図
書
館
中
期
計

画
二
〇
〇
四｣

(

本
誌
五
一
九
号)

の
中
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
一
環
と
し
て

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
お
け
る
日
本
で
発
生
す
る
情
報
を
…
制
度
的
に
あ
る
い
は
選
択
的
に
収
集
す
る｣

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
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ユ
ネ
ス
コ
は
、
二
〇
〇
三
年
の
第
三
二
回
総
会
に
お
い
て
、｢

デ
ジ
タ
ル
遺
産
の
保
存
に
関
す
る
憲
章｣

を
採

択
し
、
そ
の
中
で
、｢

ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
れ
遺
産
の
消
失
は
す
べ
て
の
国
に
と
り
財
産
の
損
失
と
な
る
こ
と｣

を
指
摘
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
重
要
な
電
子
情
報
の
保
存
に
関
す
る
問
題
意
識
の
喚
起
と
保
存
の
た
め
の
取
組

み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
各
国
の
国
立
図
書
館
、
議
会
図
書
館
に
お
い
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
情
報
の
収
集
・
蓄
積
・
保
存
・
提
供
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
た
取
組
み
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
政
府
に
お
い
て
も

｢e-J
a
p
a
n

重
点
計
画
二
〇
〇
四｣

の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
、｢

国
立
国

会
図
書
館
に
お
け
る
政
府
刊
行
物
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
及
び
同
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し

た
政
府
各
機
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
長
期
的
保
存
に
よ
り
、
国
等
の
有
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
機
会
の
拡
大
と
保

存
を
図
る｣
た
め
、
当
館
へ
の
協
力
体
制
の
確
立
を
前
提
と
し
て
昨
年
九
月
行
政
機
関
の
連
絡
会
議
の
設
置
を
み

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
政
府
は
科
学
技
術
創
造
立
国
の
基
本
的
政
策
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
始
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機

会
に
当
館
と
し
て
も
科
学
技
術
情
報
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
新
た
な
方
向
性
と
施
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
当
館
の
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会

(

委
員
長

長
尾
�
情
報
通
信
研
究
機
構
理
事
長)

で
は
約
一

年
を
費
や
し
ご
議
論
い
た
だ
き
、
昨
年
一
二
月
、
電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
科
学
技
術
情
報
基
盤
の
再
構
築
等

に
係
る
貴
重
な
指
針
と
な
る

｢

提
言｣

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
冒
頭
に
は
、｢

国
内
で
生
成
さ
れ
た
電
子

情
報
の
収
集
と
そ
の
長
期
保
存

(

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ)

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
の
新
た
な
科
学
技
術
情
報
基
盤
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と｣

と
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
内
外
の
動
き
と
呼
応
し
て
、
そ
の
収
集
に
関
し
て
制
度
的
枠
組
み
を
作
る
こ
と
が
、
当
館
の
重
要

か
つ
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
す
で
に
平
成
一
四
年
に
当
館
の
納
本
制
度
審
議
会

(

会
長

衞
藤
瀋
吉

東
大
名
誉
教
授)

に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
諮
問
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
一
二
月
に
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
未
開
拓
の
難
し
い
分
野
で
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
様
に
は
熱
心
な
ご
議
論
を
い
た
だ
き
、
答
申

で
は
、｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物｣

を
内
容
に
よ
る
選
別
を
し
な
い
で
収
集
す
る
、
国
民
の
言
論
の
萎
縮

の
お
そ
れ
に
配
慮
し
た
方
法
に
よ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
制
度
の
骨
格
が
示
さ
れ
ま
し
た

(

本
誌
四
‐
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一
二
頁)

。
当
館
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制
度
の
早
期
の
構
築
と
運
用
に
向
け
て
、
速
や
か
に
こ
の
骨
格
の
具
体
化

に
取
り
組
み
、
法
律
上
の
手
当
て
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
を
図
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
決
定
を
み
ま
し
た
平
成
一
七
年
度
予
算
政
府
原
案
に
お
い
て
も
、
関
係
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
年
明
け
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
本
格
的
構
築
に
向
け
大
き
く
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

諮
問
機
関
の
答
申
、
提
言
等
、
館
外
の
有
識
者
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に

も
動
き
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
で
平
成
一
四
年
全
面
開
館
を
み
ま
し
た
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、

関
係
者
の
ご
支
援
を
得
つ
つ
、
職
員
の
創
意
と
工
夫
と
相
ま
っ
て
軌
道
に
乗
っ
た
運
営
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
〇
年
子
ど
も
と
読
書
に
関
す
る
諸
環
境
が
変
化
を
見
せ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
り
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
後
拡
充
し
発
展
さ
せ
る

べ
き
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性
と
そ
れ
に
対
応
す
る
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
お
示
し
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
会｣

(

会
長

竹
内
�
日
本
図
書
館
協
会
理
事
長)

を
発

足
さ
せ
、
ご
審
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
当
館
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
が
急
速
に
発
展
・
変
化
を
み
る
中
で
、
継
続
性
や
安
定
性
だ
け
を
重
視
す
る

対
応
で
は
、
遅
れ
を
と
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
変
動
の
時
代
に
は
、
当
館

の
役
割
が
い
つ
も
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
今
日
ま
で
、
当
館
で
は
、
諸
課
題

に
進
取
の
気
概
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
そ
れ
は
良
き
歴
史
を
築
き
、
伝
統
と
な
っ
て
現
在
の
職
員
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
課
題
解
決
の
た
め
に
、
先
見
性
あ
る
発
想
で
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を

実
証
す
る
理
論
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
業
務
の
運
営
に
取
り
組
み
、
将
来
に
誤
り
の
な
い
よ
う
に
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

読
者
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
に
代
え
ま
す
。

(
く
ろ
さ
わ

た
か
お

国
立
国
会
図
書
館
長)
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納
本
制
度
審
議
会
答
申

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

の
収
集
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て｣

平
成
一
六
年
一
二
月
九
日
、
第
一
二
回
の
納
本
制
度
審
議
会

(

衞
藤
瀋
吉
会
長
。
委
員
お
よ

び
専
門
委
員
は
下
段
に
掲
載
。)

に
お
い
て
、
納
本
制
度
審
議
会
答
申

｢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電

子
出
版
物
の
収
集
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て｣

が
決
定
さ
れ
、
同
日
、
会
長
か
ら
国

立
国
会
図
書
館
長
に
手
交
さ
れ
た
。

一

答
申
に
至
る
経
緯

(

一)

諮
問
に
至
る
ま
で

平
成
一
一
年
二
月
の
納
本
制
度
調
査
会
答
申
に
基
づ
き
、

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
電
子
出
版

物
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
法
上

の
納
本
の
対
象
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
答
申
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

(

通
信
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
電
子

出
版
物
。)

に
つ
い
て
は
、
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
な
い
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
し
、
た
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版

物
に
は
従
来
の
出
版
物
と
同
様
に
有
用
な
も
の
が
あ
る
の
で
、

選
択
的
に
、
契
約
を
締
結
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
収
集
す
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。

当
館
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
選
択
的
に
収
集

す
る
事
業
を
平
成
一
四
年
七
月
か
ら
開
始
し
た
。
そ
の
一
方
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納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員

＊
印
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出

版
物
小
委
員
会
所
属
委
員
・
専
門
委
員
。

＃
印
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版

物
の
収
集
の
課
題
に
関
す
る
小
委
員
会

所
属
委
員
・
専
門
委
員
。

会

長
衞
藤
瀋
吉

(

東
京
大
学
名
誉
教
授)

会
長
代
理

公
文
俊
平

(

多
摩
大
学
情
報
社
会
学
研
究
所
長
、

国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
代
表)

＊
＃

代
償
金
部
会
長

調
査
審
議



で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
飛
躍
的
増
大
お
よ
び
い

わ
ゆ
る
ボ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
の
情
報
の
増
加
と
い
う
状
況
に

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
制
度
的
に
収
集
す
る
可
能
性
を

追
求
す
る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
、
同
年
三
月
に
納
本
制
度

審
議
会
に
対
し
て
、
諮
問

｢

日
本
国
内
で
発
行
さ
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
を
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
る
こ
と

に
つ
い
て｣

を
行
い
、
同
諮
問
理
由
に
お
い
て

｢(

納
本
制

度
に)

組
み
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
、
収
集
す
べ
き
範
囲
、

及
び
そ
の
収
集
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
べ
き
か｣

に
つ
い

て
も
調
査
審
議
を
求
め
た
。

(

二)

調
査
審
議

審
議
会
は
、
諮
問
に
関
す
る
調
査
審
議
の
た
め
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
小
委
員
会

(

公
文
俊
平
小
委
員
長
。

所
属
委
員
・
専
門
委
員
は
下
段
名
簿
に
＊
印
を
付
し
た
。
以

下

｢

第
一
次
小
委
員
会｣)

お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子

出
版
物
の
収
集
の
課
題
に
関
す
る
小
委
員
会

(

公
文
小
委
員

長
。
所
属
委
員
・
専
門
委
員
は
下
段
名
簿
に
＃
印
を
付
し
た
。

以
下

｢

第
二
次
小
委
員
会｣)

を
設
置
し
た
。

第
一
次
小
委
員
会
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
を

納
本
制
度
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
お
よ
び
納
本
制
度

と
は
別
の
制
度
的
収
集
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
、
第
七

回
審
議
会

(

平
成
一
五
年
三
月
一
三
日)

に
お
い
て
、
そ
の

審
議
結
果
を
報
告
し
た
。
そ
の
う
ち
、
納
本
制
度
に
組
み
入

れ
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
審
議
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塩
野

宏

(

東
京
大
学
名
誉
教
授
、
東
亜
大
学

通
信
制
大
学
院
教
授)

委

員
合
庭

惇

(

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授)

＊
＃

朝
倉
邦
造

(

社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理

事
長)

安
念
潤
司

(

成
蹊
大
学
法
科
大
学
院
教
授
、
弁

護
士)

＃

内
田
晴
康

(

弁
護
士
、
慶
應
義
塾
大
学
法
科
大

学
院
教
授)

＊
＃

小
幡
純
子

(

上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教

授)

＊
＃

見
城
美
枝
子

(

青
森
大
学
社
会
学
部
教
授
、
エ
ッ

セ
イ
ス
ト)

佐
藤

修

(

社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会

長)

清
水

勲

(

帝
京
平
成
大
学
情
報
学
部
教
授)

白
石

勝

(

社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長)

高
橋
真
理
子

(

朝
日
新
聞
科
学
医
療
部
次
長)

竹
内

�(

社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
理
事

長)

鶴
田
尚
正

(

社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会

長)

衞
藤
会
長
か
ら
答
申
の
手
交

公
文
小
委
員
長
の
報
告



会
に
よ
り
了
承
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
二
次
小
委
員
会
は
、
収
集
範
囲
お
よ
び
収
集
方

法
に
つ
い
て
法
的
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
任
務
と

し
て
、
第
八
回
審
議
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
第
一
一
回
審

議
会
に
調
査
審
議
の
経
過
を
報
告
し
、
さ
ら
に
、
第
一
二
回

審
議
会
に
お
い
て
、
調
査
審
議
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
、
了
承
さ
れ
た
。

同
第
一
二
回
審
議
会
に
お
い
て
、
第
一
次
小
委
員
会
お
よ

び
第
二
次
小
委
員
会
の
審
議
結
果
を
統
合
し
た
答
申
案
が
会

長
か
ら
示
さ
れ
、
調
査
審
議
の
上
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
、

答
申
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

二

納
本
制
度
審
議
会
答
申
の
概
要

(

一)

納
本
制
度
へ
の
組
み
入
れ
に
つ
い
て

答
申
は
、
ま
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
納
本
制
度
へ
の
組
み
入
れ
に
つ
い
て
、

先
の
調
査
会
答
申
の
検
討
に
基
づ
き
、
出
版
物
の
到
達
義
務
、
網
羅
性
お
よ
び
発
行
者
に
納
入

義
務
を
課
す
る
こ
と
と
い
う
納
本
制
度
の
根
幹
的
要
素
に
照
ら
し
て
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

電
子
出
版
物
の
収
集
の
特
性
か
ら
、
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
し
た
。

(

二)

新
し
い
制
度
の
骨
格

そ
の
上
で
、
納
本
制
度
と
は
別
の
制
度
に
よ
る
場
合
の
収
集
の
範
囲
、
収
集
方
法
、
著
作
権
、

損
失
補
償
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
た

(

八
頁
、
答
申
の
概
要
参
照
。)

。

(

ア)

収
集
範
囲

館
の
任
務
で
あ
る
国
会
議
員
の
職
務
遂
行
等
に
必
要
な
公
表
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子

出
版
物
を
収
集
し
、
内
容
に
よ
る
選
別
を
し
な
い
。
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村
上
重
美

(

社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
専
務
理

事)

百
�

英

(

社
団
法
人
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
研

究
所
会
長)

紋
谷
暢
男

(

成
蹊
大
学
法
科
大
学
院
教
授)

＃

専
門
委
員

奥
住
啓
介

(

財
団
法
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
振
興
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
、
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授)

＊
＃

�
本
重
雄

(

筑
波
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
教
授)

＊
＃

夏
井
高
人

(

明
治
大
学
法
学
部
教
授
、
弁
護
士)

＃

野
末
俊
比
古

(

青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授)

＃

白
田
秀
彰

(

法
政
大
学
社
会
学
部
助
教
授)

＊

[

委
嘱
期
間

平
成
一
四
年
二
月

一
四
日
か
ら
平
成
一
五
年
五
月
三
一

日
ま
で]

戸
田
愼
一

(

東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授)

＊

[

委
嘱
期
間

平
成
一
四
年
二
月

一
四
日
か
ら
平
成
一
五
年
五
月
三
一

日
ま
で]

黒
澤
館
長(

左)

の
答
申
の
受
領



(

イ)

収
集
方
法

言
論
の
萎
縮
の
お
そ
れ

(

注)

に
配
慮
し
、
事
前
公
告
の
上
、
一
定
期
間
内
に
固
定
拒
否
の

申
出
を
認
め
、
固
定
拒
否
の
申
出
の
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
を
館
に
よ
る
複
製
ま

た
は
発
信
者
か
ら
の
送
信
に
よ
り
収
集
す
る
。

(

ウ)

著
作
権
の
問
題

収
集
の
た
め
に
複
製
権
を
法
律
に
よ
り
制
限
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
利
用
時
の
複
製
、

公
衆
送
信
等
の
権
利
に
つ
い
て
も
法
律
に
よ
る
制
限
が
必
要
な
場
合
が
多
い
。

(

エ)

損
失
補
償

従
来
の
出
版
物
と
同
様
な
利
用
態
様

(

館
内
閲
覧
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
提
供
等)

に
と
ど
ま

れ
ば
憲
法

(

第
二
九
条
第
三
項)
上
の
損
失
補
償
は
不
要
で
あ
る
。

な
お
、
損
失

(

売
上
等
が
減
少
す
る
こ
と)

は
、
無
償
ア
ク
セ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子

出
版
物
に
つ
い
て
は
生
じ
な
い
。

(

注)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
発
信
者
等
に
と
っ
て
、
国
が
固
定
し
利
用
に
供
す

る
こ
と
は
通
常
予
期
す
る
と
こ
ろ
を
超
え
る
の
で
、
意
見
の
公
表
を
差
し
控
え
る
者
が
現
れ

る
お
そ
れ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
平
成
一
一
年
の
調
査
会
答
申
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
。

(

三)

制
度
構
築
・
実
施
に
お
け
る
留
意
事
等

実
際
の
制
度
は
、
こ
の
答
申
で
示
し
た
骨
格
に
従
っ
て
館
が
判
断
し
て
構
築
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
の
言
論
の
問
題
に
留
意
し
つ
つ
、
必
要
な
資
源
の
確
保
に
努
め
て
段
階
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
へ
の
永
続
的
な
ア
ク

セ
ス
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
保
存
技
術
の
向
上
が
望
ま
れ
る
と
し
た
。

答
申
の
要
旨
は
、
本
号
九
〜
一
二
頁
に
掲
載
。

納
本
制
度
審
議
会
事
務
局

(

国
立
国
会
図
書
館
収
集
部)
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◎
審
議
会
に
関
す
る
情
報
お
よ
び
答
申
の

全
文
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
:

/
/
w
w
w
.n
d
l.g
o
.jp

―

｢

国
立
国
会
図
書

館
に
つ
い
て｣

―

｢

納
本
制
度｣

―

｢

納

本
制
度
審
議
会｣)

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
審
議
会
、
答
申
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
次
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
収
集
部
収
集
企
画
課

電

話

〇
三

(

三
五
〇
六)

三
三
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三

(

三
五
九
二)

〇
七
八
三

記者発表
(衞藤会長(左)､ 公文会長代理(右))



送信

館が固定（複製）

送信

制度の目的

館
が
固
定

（
複
製
） 

 
 
① 制度化の必要 従来の出版物（納本による収集）と同様に広く収集する
② 収集の目的 

国、地方公共団体等：公用（館の任務である国政審議の補佐）
国等以外：文化財の蓄積およびその利用 
 

納本制度との相違 

   納本制度              ネットワーク系 
 
 
 
 
 

収集範囲

◇ 館の任務に必要な範囲。内容によって選別しない
◇ 技術的に収集または再現できない等のやむをえない事由により除外
① 国、地方公共団体、独立行政法人等が発信した（またはこれらのために発信され

た）ネットワーク系電子出版物
② ①以外の者（私人）の発信したネットワーク系電子出版物 

収集方法  

 

国立国会図書館

収
集
前
の
公
告

固定（また
は送信）拒
否の申出

固定 (また
は送信 )拒
否の申出な
し

固定（または送
信）義務は発生
しない

国、地方公共団体、
独立行政法人等

固定（館の固定
行為または発
行者等による
送信）・利用

消 去 の 申 出
（または送信
の拒否）
Ｎ年後まで

私 人

（不履行
への過料
等なし）

正当な事由によ
る固定の免除・削
除 

言論の萎縮のおそれへの対処 

館が複製
館が利用に
供する

著作権制限

著作権者
複製権・公衆送信
権等

損失＝得られたであろ
う対価（無償アクセスで
は、損失なし）
従来の出版物と同じ利
用態様であれば補償不
要

損失補償（憲法）

①「（出版物の）到達義務」 
②「網羅性」 
③「発行者の納入義務」 
④著作権に関する規定なし

① 意思に反する固定・言論の萎縮のおそれ 
② 網羅的収集は不可能   
③ 発行者のみならず著作者に義務   
④ 著作権の制限が必要不可欠 

��������	
����������������������

（注）この概要は、納本制度審議会の庶務を行う国立国
会図書館収集部が作成したものである。
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納本制度審議会答申

は
じ
め
に

(

１)

諮
問
の
趣
旨
と
こ
の
審
議
会
の
基
本
的
立
場

国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
こ
の
審
議
会
に
対
し
て
諮
問

｢

日
本
国
内
で

発
行
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
を
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
る

こ
と
に
つ
い
て｣

が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
答
申
の
理
由
に
お
い
て

｢(

納
本
制
度
に)

組
み
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
収
集
す
べ
き
範
囲
、
及
び

そ
の
収
集
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
べ
き
か｣

に
つ
い
て
調
査
審
議
が
求

め
ら
れ
た

(

平
成
一
四
年
三
月
一
日)

。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

(

以
下

｢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系｣)

の
納

本
制
度
へ
の
組
み
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
審
議
会
の
前
身
で
あ
る
納
本

制
度
調
査
会
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
た

(

平
成
一
一
年
二
月
答
申)

の
で
、
再
度
の
諮
問
と
い
え
る
。
こ
の
数
年
間
に
、
同
調
査
会
答
申
が
述

べ
る
表
現
の
自
由
に
関
す
る
国
民
の
意
識
が
変
化
し
た
と
は
認
め
が
た
い

が
、
諮
問
の
全
体
の
趣
旨
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
効
率
的
に
収
集
し

長
期
に
保
存
す
る
た
め
に
、
納
本
制
度
以
外
の
制
度
を
視
野
に
入
れ
て
調

査
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

２)

調
査
審
議
の
経
過

審
議
会
は
、
二
次
に
わ
た
り
小
委
員
会
を
設
置
し
て
諮
問
の
調
査
審
議

を
行
っ
た
。

ま
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
小
委
員
会

(

公
文
俊
平
小
委
員

長
、
平
成
一
四
年
三
月
か
ら
平
成
一
五
年
二
月
ま
で
三
回
開
催
。)

は
、

｢

納
本
制
度
に
組
み
入
れ
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る｣

と
し
、
こ
の
点
は

審
議
会
の
了
承
を
得
た
が
、
収
集
範
囲
お
よ
び
収
集
方
法
に
関
し
て
法
的

観
点
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
の
課
題
に
関

す
る
小
委
員
会

(

公
文
俊
平
小
委
員
長
、
平
成
一
五
年
九
月
か
ら
同
一
六

年
一
一
月
ま
で
五
回
開
催
。)

は
、
第
一
一
回
審
議
会
に
お
い
て
調
査
審

議
の
経
過
報
告
を
行
い
、
第
一
二
回
審
議
会
に
お
い
て
審
議
結
果
の
報
告

を
行
い
、
同
報
告
が
了
承
さ
れ
た
。

引
き
続
き
第
一
二
回
審
議
会
に
お
い
て
、
以
上
の
調
査
審
議
の
結
果
を

総
合
し
た
答
申

(

案)

に
つ
い
て
審
議
の
上
、
こ
れ
を
答
申
と
し
て
決
定

し
た
。

１

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
を
納
本
制
度
に
組
み
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て

納
本
制
度
調
査
会
の
検
討
方
法
に
依
拠
し
つ
つ
、
納
本
制
度
と
は
別
の
制

度
を
想
定
し
、
納
本
制
度
と
の
異
同
に
留
意
し
て
検
討
し
た
。

納
本
制
度
の
根
幹
的
要
素

(

到
達
義
務
、
網
羅
性
お
よ
び
発
行
者
に
納
入

義
務
を
課
す
る
こ
と)

に
照
ら
す
と
き
、
法
的
強
制
の
要
素
を
含
む
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
諸
要
素
を
備
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
納
本
制
度
に
は
な
い
著
作
権
の
制
限
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
意
味
で
、
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
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納
本
制
度
審
議
会
答
申

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の

収
集
に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
―(

要
旨)



納本制度審議会答申

２

制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
の
基
本
的
考
え
方

制
度
的
収
集

(

法
的
強
制
を
伴
う
収
集)

の
検
討
に
際
し
て
は
、
言
論
の

萎
縮
の
お
そ
れ
の
問
題
、
効
率
的
な
収
集
と
い
う
観
点
に
留
意
し
た
。

制
度
的
収
集
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館

(

以
下

｢

館｣)

が
行
っ
て
い
る
契
約
に
よ
る
収
集
の
実
態
に
か
ん
が
み
、
広
く
効
率
的
に
収

集
す
る
た
め
に
制
度
的
収
集
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

３

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
範
囲

(

１)

基
本
的
考
え
方

国
立
国
会
図
書
館
法
に
規
定
さ
れ
た
館
の
任
務
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
を
収
集
す
る
必
要
お
よ
び
国
が
強
制
力
を
背
景
に
し
て
収
集
す
る
場

合
に
は
内
容
に
よ
る
選
別
を
行
わ
な
い
こ
と
の
二
点
か
ら
、
現
行
の
出
版

物
と
同
様
に
広
い
範
囲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
収
集
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。

(

２)

収
集
対
象
か
ら
の
除
外

技
術
的
理
由
に
よ
り
収
集
ま
た
は
再
現
が
不
可
能
で
あ
る
等
、
外
的
な

｢

や
む
を
得
な
い
事
由｣

に
よ
り
収
集
除
外
対
象
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

(

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
部
、
有
償
ア
ク
セ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
一
部

な
ど)

。

(

３)

国
、
地
方
公
共
団
体
等

納
本
制
度
上
、
国
、
地
方
公
共
団
体
と
同
等
の
納
入
義
務
を
課
す
独
立

行
政
法
人
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
、
認
可
法
人
等
に
つ
い
て

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
お
い
て
も
国
、
地
方
公
共
団
体
に
準
じ

て
扱
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

(

４)
｢

国
内
で
発
行
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系｣

｢

発
行｣

が
国
内
で
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
判
断
が
困
難
な
場
合

(

外
国

か
ら
日
本
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
場
合
な
ど)

が
あ
る
。

(

５)
｢

発
行｣

の
意
義

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
場
合
は
公
衆
に
向
け
て
発
信
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
等
に
あ
る
出
版
物
が

｢

発
行｣

さ
れ
た
か
ど
う
か
問
題

と
な
る
。

４

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
方
法

(

１)

基
本
的
な
考
え
方

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
発
信
者
等

(

発
信
者
お
よ
び
著
作
者)

に
と
っ
て
、

国
に
よ
っ
て
強
制
的
に
固
定
さ
れ
利
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
通
常
の
予
期

を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
国
に
よ
る
情
報
管
理
と
受
け
取
ら
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

(

２)

国
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
方
法

国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
が
適
当
な
独

立
行
政
法
人
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
は
、
固
定
を
免
除
す
べ
き

｢

正
当
な

事
由｣

が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
送
信
義
務
ま
た
は
館
に
よ
る
複
製
に
よ

り
、
収
集
す
る
。

(

３)

私
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
方
法

国
に
よ
る
強
制
的
固
定
が
公
表
自
体
を
差
し
控
え
る
な
ど
言
論
の
萎
縮

の
お
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
固
定
に
関
す
る
発
信
者
等
の
意
思

を
尊
重
す
る
手
続
的
保
障
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
館
が
固
定
に
先
立
っ
て
、
固
定
を
拒
否
で
き
る
こ
と
を

公
告
す
る
も
の
と
し
、
拒
否
の
申
出
を
受
け
、
申
出
が
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
は
固
定
す
る
が
、
一
定
期
間
は
消
去
の
権
利

(

送
信
の
場
合
に
は
、

送
信
拒
否
の
権
利)

を
認
め
る
。

(

４)
義
務
を
課
さ
れ
る
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
発
信
者
の
み
な
ら
ず
、
著
作
者
も
含
ま
れ
る

(

受
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納本制度審議会答申

忍
義
務)

。

(
５)

収
集
の
頻
度

義
務
を
課
さ
れ
る
者
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
館
は
、
合

理
的
な
頻
度
を
公
示
し
て
収
集
す
べ
き
で
あ
る
。

５

著
作
権
等
の
問
題

(

１)

基
本
的
考
え
方

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
お
よ
び
利
用
に
よ
っ
て
著
作
権
等

(

著
作
隣

接
権
を
含
む
。)

を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
、
著
作
権
制
限
規
定
の
該
当
性

を
判
断
し
、
許
諾
取
得
に
よ
る
か
、
場
合
に
よ
り
法
律
に
よ
り
権
利
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
る
。
収
集
、
利
用
、
保
存
の
場
面
で
必
要
と
さ
れ
る
行

為
に
つ
い
て
著
作
権
法
上
の
権
利
に
触
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
上
で
、

制
限
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

(

２)

収
集
・
利
用
・
保
存
に
お
け
る
問
題
点

収
集
方
法
と
利
用
態
様
ご
と
に
異
な
る
が
、
基
本
的
に
現
行
の
著
作
権

法
の
権
利
制
限
と
は
別
に
法
律
に
よ
る
権
利
制
限
が
必
要
と
な
る
。
特
に
、

国
が
複
製

(

固
定)

す
る
こ
と
は
制
度
の
根
幹
で
あ
り
、
法
律
に
よ
る
権

利
の
制
限
が
不
可
欠
で
あ
る
。

(

３)

第
三
者
の
著
作
物
が
含
ま
れ
る
場
合

従
た
る
著
作
物
の
著
作
者
に
は
、
館
に
よ
る
固
定
を
拒
否
す
る
権
利
が

認
め
ら
れ
る
。

６

損
失
補
償

(

１)

損
失
内
容

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
館
が
収
集
し
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
損
失
の
内
容

は
、
発
信
者
等
が
被
る
売
上
減
少
等
で
あ
る
。
無
償
ア
ク
セ
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
に
は
、
こ
の
よ
う
な
損
失
は
生
じ
な
い
。

(

２)

憲
法
上
の
損
失
補
償
が
必
要
な
範
囲

こ
の
よ
う
な
損
失
に
対
し
て
、
憲
法

(

第
二
九
条
第
三
項)

上
の
補
償

が
必
要
か
ど
う
か
、
つ
ま
り

｢

特
別
の
犠
牲｣

に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、

損
失
の
程
度
、
損
失
が
及
ぶ
範
囲
の
広
さ
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ

る
。こ

の
考
え
方
で
は
、
現
在
の
紙
媒
体
な
ど
の
出
版
物
に
つ
い
て
館
が
行
っ

て
い
る
利
用
の
態
様

(

館
内
の
閲
覧
お
よ
び
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
提
供)

の
範
囲
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
に
軽
微
な
損
失
で
あ
り
、
出
版
物
に
等
し
く

広
く
課
せ
ら
れ
る
負
担
で
あ
る
の
で
、｢

特
別
の
犠
牲｣

に
当
た
ら
な
い
。

(

３)

地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
等
へ
の
補
償

公
的
目
的
で
作
成
さ
れ
た
出
版
物
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
、｢

特
別
の

犠
牲｣

に
当
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。

７

義
務
履
行
確
保

私
人
の
義
務
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
、
強
制
手
段

(

行
政
代
執
行
、
直

接
強
制
等)

お
よ
び
行
政
罰
を
設
け
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
固
定
拒
否

の
申
出
が
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
義
務
で
あ
る
の
で
、
行
政
罰
に
よ
り
間
接
的

に
強
制
す
る
こ
と
さ
え
も
適
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

答
申
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
な
い
で
、
新
し
い

制
度
に
よ
り
収
集
す
る
場
合
の
骨
格
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
館
が
実
際
の

制
度
を
作
る
に
当
た
り
、
さ
ら
に
検
討
・
判
断
が
必
要
と
な
る
。

制
度
の
構
築
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
言
論
に
関
す
る
国
民
の

考
え
方
と
か
い
離
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
人
的
・
物
的
資
源
の
制
約
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
段
階
的
実
施
も
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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ま
た
、
収
集
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
へ
の
永
続
的
ア
ク
セ
ス
を

保
証
す
る
た
め
、
保
存
技
術
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
の
向
上

が
必
要
で
あ
る
。

(

注)

こ
の
要
旨
は
、
納
本
制

度
審
議
会
答
申
に
基
づ
い
て
、

同
審
議
会
の
庶
務
を
行
う
国
立

国
会
図
書
館
収
集
部
が
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
に

掲
げ
る
表
は
、
答
申
の
制
度
的

収
集
の
内
容
に
関
す
る
部
分
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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(表) 制度的収集の概略

発信の
主体

事項

国・地方
公共団体

独立行政法人等 私 人

収 集 目 的
｢公用｣ (国立国会図書館法第
24条・24条の２)

｢文化財の蓄積・利用｣ (国立国
会図書館法第 25条) に準じる

収 集 範 囲

内容による選別をしない広い範囲

収集対象から除外すべき場合：技術的理由､ 社会通念上収集・
利用に著しく費用・手間を要する場合､ 損失補償に適さない場
合等

収 集 方 法

館による複製または送信義務
(事前公告・固定拒否手続は不
要だが､ 正当な事由による固
定の免除または削除)

事前公告・固定 (または送信)
拒否手続を経て館が収集または
送信義務｡ 固定後一定期間の消
去権 (または送信拒否)

著作権の問題

不要 (財産
管理上の手
続は必要)

収集・館外閲覧・
館内LAＮ閲覧・
複写等のために
は法律による著
作権制限が必要

収集・館外閲覧・館内 LAN閲
覧・複写等のためには法律によ
る著作権制限が必要

損 失 補 償

国：不要
地方公共団体､ 独立行政法人
等：憲法上の補償不要 (｢特別
の犠牲｣ に当たらない)

無償のもの：憲法上の補償不要
(収集時に損失がない)
有償のもの：従来の出版物の利
用態様を超えると憲法上の補償
が必要

義務履行確保 不 要
過料も特別な履行強制の制度も
設けない

(参考)

想 定される
利 用 態 様

館内・外閲覧､ 複製物 (プリントアウト) 提供



あ
な
た
も
総
務
課
に
来
れ
ば

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
れ
ま
す
�

館
内
放
送
は
、
当
課
に
お
け
る
最
も
重
要
な
？
仕

事
の
ひ
と
つ
で
す
。
総
務
課
向
か
い
側
の
放
送
室

(

映
像
は
放
送
で
き
ま
せ
ん
。
音
声
の
み
で
す
。
残

念
な
が
ら
…
。)

に
は
、
も
う
か
れ
こ
れ
二
〇
年
近

く
は
経
つ
で
あ
ろ
う
古
〜
い
放
送
設
備
が
あ
り
ま
す
。

放
送
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
放
送

室
の
鍵
を
開
け
、
職
員
み
ず
か
ら
ス

イ
ッ
チ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
さ
ら
に
は

チ
ャ
イ
ム
ま
で
操
作
し
ま
す
。
な
ぜ

普
段
は
放
送
室
に
鍵
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
ケ
シ
カ
ラ
ン
輩

が
放
送
室
に
入
り
込
ん
で
不
埒
な
放

送
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
だ
と
、
誰

か
が
し
た
り
顔
で
申
し
て
お
り
ま
し

た
。な

に
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
放
送
室

を
使
っ
て
利
用
者
向
け
に
は
、
閉
館
時
間
が
過
ぎ
て

も
退
館
さ
れ
な
い
方
の
お
呼
び
出
し
や
シ
ス
テ
ム
に

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
の
ご
案
内
、
ご
く
ま
れ
に

台
風
や
大
雪
な
ど
の
場
合
の
交
通
情
報
、
職
員
向
け

に
は
、
各
種
の
業
務
連
絡
の
ほ
か
健
康
診
断
の
お
知

ら
せ
や
財
形
貯
蓄
の
案
内
も
放
送
し
て
い
ま
す
。

放
送
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
は
、
滑
舌

(

カ
ツ

ゼ
ツ)

を
よ
く
す
る
こ
と
、
マ
イ
ク
の
音
量
を
割
ら

な
い
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、｢

国
際
線
の
機
長

風｣

や

｢

Ｎ
○
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
風｣

、｢

山
手
線

の
車
掌
風｣

に
喋
る
こ
と
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
丁
寧

で
聞
き
取
り
や
す
い
口
調
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

こ
こ
だ
け
の
話
な
ん
で
す
が
、
某
係
の
非
常
勤
職
員

を
面
接
す
る
際
に
は
、
最
後
に
放
送
原
稿
を
読
ま
せ

て
、
喋
り
の
う
ま
い
人
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
噂

が
ま
こ
と
し
や
か
に
流
れ
て
お
り
ま

す
。ち

な
み
に
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
？
国
会
放
送

(

職
員
向
け
に

当
日
の
国
会
状
況
を
詳
細
に
放
送
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
各
部
局
が
待
機
準
備

な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。)

に
つ
き

ま
し
て
は
、
特
に
気
合
！
を
入
れ
て

い
ま
す
。
い
や
入
れ
す
ぎ
て

｢

音
量

が
大
き
す
ぎ
る
！｣

と
か

｢

会
議
が

中
断
す
る
か
ら｣

と
い
う
お
叱
り
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
で
す
が
…
。

と
に
か
く
、
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
放
送
を
日
々
心
が
け
て
お
り
ま
し
て
、
決
し

て
、
合
○
ン
で

｢

図
書
館
の
ウ
グ
イ
ス
ボ
ー
イ｣

と

呼
ば
れ
て
悦
に
入
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
を

使
っ
て
国
会
放
送
を
叫
ん
だ
り
な
ど
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
！

(

総
務
部
総
務
課

放
送
室
長)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
五
回

戦
時
下
の
出
版

平
成
一
七
年
一
月
二
〇
日

(

木)

か
ら

三
月
一
五
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
二
五
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設

展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡

単
な
解
説
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t

/
in

d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本
を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。



韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
八
回
業
務
交
流
に
つ
い
て

国
立
国
会
図
書
館
業
務
交
流
代
表
団

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
八
回
目
の
業

務
交
流
が
、
平
成
一
六
年
一
○
月
一
二
日
か
ら
一
○
月
一
八
日
ま
で

韓
国
で
行
わ
れ
、
戸
澤
幾
子
総
務
部
支
部
図
書
館
課
長

(

団
長)

、

遊
佐
啓
之
総
務
部
企
画
・
協
力
課
課
長
補
佐
、
河
合
美
穂
関
西
館
事

業
部
電
子
図
書
館
課
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
係
長
の
三
名
が
訪
韓
し
た
。

基
調
報
告
お
よ
び
テ
ー
マ
発
表
を
中
心
と
す
る
業
務
交
流
の
ほ
か
、

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
館
内
見
学
、
ソ
ウ
ル
市
内
等
の
関
連
機
関

視
察
を
行
っ
た
。

今
回
の
業
務
交
流
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、｢

国
立
図
書
館
の
将
来｣

で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
、
当
館
に
お
い
て
、
一
○
月
一
日
に
、
東
京

本
館
が
新
装
開
館
し
、
開
館
日
・
開
館
時
間
の
拡
大
、
新
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
る
利
用
サ
ー
ビ
ス
効
率
化
な
ど
の
利
用
制
度
改
革
を
実
施

し
た
直
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、

｢

デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
の
収
集
・
保
存｣

で
あ
っ
た
。
政
治
、
経
済
、

文
化
、
社
会
等
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
情
報
が
電
子
的
に
生
産
・
流
通
・

利
用
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
が
社
会
的
基
盤
と
し
て
重
要
と
な
る
中
、

各
国
の
国
立
図
書
館
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
収
集
・
蓄
積
・

保
存
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
テ
ー
マ
選
定
の
背
景
に
あ
っ
た
。

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
館
内
見
学
で
は
、
古
典
運
営
室
、
デ
ジ

タ
ル
資
料
室
な
ど
の
各
資
料
室
、
司
書
研
修
館
、
資
料
保
存
館
な
ど

を
回
っ
た
。
資
料
室
の
構
成
な
ど
当
館
と
共
通
す
る
部
分
も
多
か
っ

た
が
、
韓
国
語
、
中
国
語
、
日
本
語
の
資
料
が
混
排
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
入
館
申
請
手
続
き
な
し
に
自
由
に
入
館
で
き
る
こ
と
が
当
館
と

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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ま
た
、
関
連
機
関
視
察
で
は
、
支
援
協
力
課
職
員
の
案
内
で
、
韓

国
国
会
図
書
館
、
ソ
ウ
ル
大
学
中
央
図
書
館
お
よ
び
奎
章
閣
、
仁
荷

(

イ
ン
ハ)

大
学
中
央
図
書
館
な
ど
を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

基
調
報
告
お
よ
び
テ
ー

マ
発
表
は
、
一
○
月
一
二

日
、
イ
ム
・
ビ
ョ
ン
ス

(

林
炳
秀)

館
長
を
表
敬

し
た
後
に
行
わ
れ
た
。
キ

ム
・
ミ
ョ
ン
ヒ(

金
明
禧)

支
援
研
修
部
支
援
協
力
課

課
長
補
佐
の
司
会
の
下
、

チ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ユ
ン

(

張

在
允)
支
援
研
修
部
長
の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
発

表
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

ク
ォ
ン
・
ジ
ェ
ユ
ン

(

権

在
允)

閲
覧
管
理
部
長
の

ま
と
め
で
締
め
括
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
外
部
参
加
の

韓
国
国
会
図
書
館
お
よ
び

鍾
路

(

チ
ョ
ン
ロ)

公
共

図
書
館
の
職
員
を
含
め
約

三
○
名
で
あ
っ
た
。

一

基
調
報
告

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
現
在
と
未
来｣

戸
澤
幾
子

総
務
部
支
部
図
書
館
課
長

日
本
側
か
ら
は
、
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
全
面
開
館
、
関
西
館
の
開
館
、

東
京
本
館
の
新
装
開
館
と
い
う
三
施

設
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
の
再
設
計
、

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
電

子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等

二
一
世
紀
初
頭
に
取
り
組
ん
だ
諸
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
と
も
に
、

現
段
階
で
の
評
価
と
今
後
に
向
け
て

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

東
西
共
通
の

｢

電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム｣

に
よ
っ
て
、
東
京

本
館
・
関
西
館
・
国
際
子
ど
も
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
、
業
務

を
分
担
し
、
物
理
的
な
距
離
を
超
え
て
有
機
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
、

館
全
体
と
し
て
業
務
、
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

遠
隔
利
用
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
受
付
開
始
以
前
と
比
較
し
て
、
申
込
み
が
全
体
で
約
二
・
四
倍
に

な
り
、
と
り
わ
け
、
図
書
館
を
経
由
し
な
い
個
人
か
ら
の
申
込
み
が

七
・
六
倍
に
な
っ
て
い
る
。
大
規
模
な
書
誌
情
報
の
公
開
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
経
由
で
の
申
込
み
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、
迅
速
な
処
理
体

制
の
整
備
等
に
よ
る
遠
隔
利
用
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
は
、
大
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き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

二
○
○
四
年
一
○
月
に
東
京
本
館
は
新
装
開
館
し
、
①
専
門
室
の

再
編
成
、
②
開
館
日
・
開
館
時
間
の
拡
大
等
利
用
制
度
の
改
善
、
③

新
た
な
東
京
本
館
来
館
利
用
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
を
実
施
し
た
。

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築
と
提

供
、
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
と
提
供
、
研
究
開
発
事
業
等
に
よ

り

｢

電
子
図
書
館
構
想｣
を
実
現
し
て
き
た
。
当
館
が
我
が
国
の
デ

ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
情
報
提
供
に
関
し
て
、
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
、｢

国
立

国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
○
○
四｣

を
策
定
し
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
に
関
し
て
は
、
児
童
書
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
と
し
て
拡
充
し
発
展
さ
せ
る
べ
き
図
書
館
奉
仕
の
方
向
性
に
つ

い
て
の
調
査
審
議
の
た
め
に
、
二
○
○
四
年
九
月

｢

国
際
子
ど
も
図

書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡
充
に
関
す
る
調
査
会｣
を
発
足
さ
せ
た
。

二
○
○
五
年
三
月
に
答
申
を
得
て
、
次
期
計
画
の
検
討
を
進
め
る
予

定
で
あ
る
。

組
織
と
し
て
大
き
な
改
革
を
成
し
遂
げ
た
現
在
、
安
定
的
な
発
展

と
着
実
な
組
織
運
営
を
企
図
し
て
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン

二
○
○
四｣

を
策
定
し
、
二
○
○
四
年
度
か
ら
評
価
制
度
を
導
入
し

た
。
ま
た
、
人
材
育
成
お
よ
び
図
書
館
等
と
の
協
力
を
一
層
充
実
さ

せ
、
推
進
し
て
い
く
。

当
館
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
発
展
に
努
め
る
一
方
で
、
一
連
の

改
革
の
成
果
を
バ
ネ
に
、
次
の
時
代
に
向
け
て
新
た
な
課
題
に
取
り

組
む
べ
き
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
、
と
り
わ
け
オ

ン
ラ
イ
ン
電
子
情
報
が
社
会
的
基
盤
と
し
て
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る

現
在
、
当
館
は
、
立
法
活
動
を
補
佐
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
資

源
を
効
果
的
に
提
供
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
国
民
の
情
報
資
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
と
い
う
基
本
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

新
た
な
制
度
的
枠
組
み
の
下
で
、
二
○
○
五
年
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
情

報
資
源
の
収
集
に
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
多
く
の
課
題
を
解
決
せ
ね
ば

な
ら
ず
、
ま
た
、
多
く
の
領
域
、
様
々
な
機
関
、
国
立
図
書
館
相
互

の
連
携
協
力
も
必
要
と
考
え
る
。

｢

知
識
情
報
化
時
代
に
お
け
る
国
立
中
央
図
書
館
の
将
来
構
想｣

チ
ョ
ン
・
ギ
ル
ス

(

丁
吉
洙)

支
援
研
修
部
支
援
協
力
課
長

韓
国
側
か
ら
は
、
文
化
観
光
部
の

図
書
館
政
策
業
務
を
国
立
中
央
図
書

館
へ
移
管
す
る
決
定
に
伴
い
、
自
ら

国
家
の
図
書
館
政
策
を
策
定
し
て
推

進
す
る
た
め
の
準
備
お
よ
び
組
織
改

編
を
進
め
つ
つ
、
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
国
立
中
央
図
書
館
の
状
況

と
、
新
し
い
時
代
に
適
合
し
た
発
展

の
た
め
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

国
立
中
央
図
書
館
は
、
一
九
四
五
年
一
○
月
開
館
当
初
は
二
八
万
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五
千
余
冊
の
蔵
書
と
一
六
名
の
職
員
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

が
、
現
在
で
は
国
家
を
代
表
す
る
図
書
館
と
し
て
五
○
○
万
冊
の
国

家
文
献
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
数
も
二
二
七
名
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
量
的
な
発
展
は
、
朝
鮮
戦
争
等
、
多
く
の
困
難
を
経
験

し
、
一
九
六
三
年
に

｢

図
書
館
法｣

が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
五
年
に

納
本
制
度
が
施
行
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か
四
○
余
年
の
間
に
成
し
遂
げ

た
成
果
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
。

今
後
、
国
立
中
央
図
書
館
の
機
能
に
関
し
て
は
、
よ
り
政
策
的
、

専
門
的
な
方
向
で
機
能
強
化
を
図
る
た
め
に
、
閲
覧
奉
仕
業
務
な
ど

直
接
的
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
縮
小
し
つ
つ
、
図
書
館
全
体
の
発
展
お
よ

び
国
家
知
識
情
報
の
効
果
的
保
存
な
ど
の
観
点
に
立
っ
た
、
組
織
と

業
務
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。

図
書
館
組
織
改
編
で
は
、
研
究
、
開
発
業
務
を
中
心
に
位
置
付
け
、

図
書
館
の
発
展
と
関
連
し
た
調
査
、
研
究
、
政
策
企
画
お
よ
び
各
種

標
準
指
標
の
作
成
・
普
及
な
ら
び
に
図
書
館
に
対
す
る
調
整
と
支
援

の
機
能
を
拡
大
・
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
二
○
○
八
年
開
館
を
目
標
に
国
立
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
の
建

設
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
建
設
計
画
は
、
知
識
情
報
化
時
代
に
適

合
し
た
知
識
情
報
体
系
の
変
化
を
考
慮
し
、
国
家
知
識
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
遂
行
す
る
た
め
に
策
定
・
推
進
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
建
設
予
定
地
は
、
国
立
中
央
図
書
館
正
面
広
場
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
学
位
論
文
館
の
、
児
童
・
青
少
年
図
書
館
へ
の
改
編
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
内
学
位
論
文
サ
ー
ビ
ス
機
関
が
複
数

存
在
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
、
重
複
サ
ー
ビ
ス
を
削
減
し
、
児
童
・

青
少
年
向
け
の
納
本
資
料
を
活
用
し
て
利
用
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
献
の
網
羅
的
収
集
と
科
学
的
保
存
の
推
進
の
た
め
、
①
一
九
四
五

年
以
降
刊
行
の
未
所
蔵
資
料
の
整
備
・
拡
充
、
②
海
外
所
在
韓
国
関

連
資
料
の
収
集
、
③
国
内
納
本
制
度
の
改
革
お
よ
び
自
発
的
納
本
の

推
奨
、
④
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
、
⑤
文
献
資
料
の
科
学
的

保
存
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

知
識
情
報
化
時
代
に
備
え
中
長
期
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
館

内
職
員
を
対
象
に
三
一
分
野
の
主
題
を
選
定
し
て
専
門
教
育
を
実
施

し
、｢

主
題
別
専
門
司
書｣

を
養
成
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
た
。

国
立
中
央
図
書
館
運
営
の
基
本
方
向
は
、
①
国
家
を
代
表
す
る
図

書
館
と
し
て
、
図
書
館
関
連
政
策
の
策
定
お
よ
び
調
査
研
究
、
館
種

別
図
書
館
運
営
モ
デ
ル
の
開
発
、
図
書
館
の
情
報
化
お
よ
び
資
料
構

築
に
関
す
る
基
準
の
提
示
、
協
力
・
調
整
機
能
を
遂
行
す
る
、
②
施

設
、
人
材
、
資
料
お
よ
び
予
算
を
確
保
す
る
、
③
各
種
図
書
館
と
の

有
機
的
な
連
携
体
制
、
国
外
の
主
要
図
書
館
と
の
協
力
関
係
を
築
き
、

総
合
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

組
織
活
性
化
戦
略
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
重
点
を
国
民
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
図
書
館
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
中
心
に
転
換
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
図
書
館
関
連
の
調
査
研
究
と
政
策
業
務
遂
行
の

た
め
の
図
書
館
企
画
政
策
部
署
の
新
設
、
専
門
分
野
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
機
能
向
上
の
た
め
の
主
題
別
資
料
課
の
新
設
な
ど
、
重
点
を
置
く

業
務
を
中
心
に
、
専
門
的
人
材
を
確
保
し
、
効
率
的
な
組
織
機
構
を

速
や
か
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
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図
書
館
サ
ー
ビ
ス
環
境
改
善
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
蔵
書
量
の

増
加
と
管
理
の
た
め
の

｢

図
書
館
蔵
書
構
築
計
画｣

が
策
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
蔵
書
五
○
○
万
冊
余
り
を
、
二
○
二
○

年
ま
で
に
は
二
、○
○
○
万
冊
に
拡
大
す
る
計
画
を
推
進
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
著
作
物
収
集
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
お
よ
び
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
資
料
の
収
集
も
並
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古
典
資
料
の
研
究
機
能
強
化
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
国
内
三
大

古
典
籍
所
蔵
機
関
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
資
料
を
保
有
し
て
い
る
古

典
運
営
室
の
研
究
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
国
内
古
典
籍
研
究

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
名
実
共
に
国
家
を
代
表
す
る
古
典
籍
研
究
セ

ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
書
館
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
評
価
指
標
を
作
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
評
価
指
標
は
、
利
用
者
の
期
待
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
品

質
評
価
基
準
書
、
資
料
保
存
の
た
め
の
各
種
法
令
お
よ
び
制
度
改
正
、

非
常
事
態
な
ど
災
難
に
対
応
し
た
リ
ス
ク
管
理
対
策
、
保
存
書
庫
の

効
率
的
管
理
の
た
め
の
指
針
等
、
各
館
種
の
図
書
館
を
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
な
評
価
指
標
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

評
価
指
標
の
作
成
は
、
国
立
中
央
図
書
館
の
義
務
で
も
あ
る
。

図
書
館
協
力
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
図
書
館
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
と
そ
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
の

全
国
的
拡
大
、
地
域
別
図
書
館
別
分
担
収
集
な
ど
は
、
図
書
館
間
協

力
を
活
性
化
し
、
各
図
書
館
の
蔵
書
事
情
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
諸
外
国
の
図
書
館
、
各
種
国
際
機
構
と
の
協
力
を
強
化

し
、
二
○
○
六
年
ソ
ウ
ル
で
開

催
予
定
の
国
際
図
書
館
連
盟

(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

大
会
、
国
立
図

書
館
長
会
議

(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

等

を
成
功
裏
に
開
催
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

図
書
館
の
発
展
は
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
た
め

の
自
ら
の
努
力
と
結
び
つ
い
て

お
り
、
目
標
と
課
題
を
克
服
し

な
が
ら
、
知
識
情
報
化
社
会
に

お
い
て
先
導
的
な
役
割
を
果
た

し
、
効
果
的
に
知
識
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能

な
人
的
・
制
度
的
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。

こ
の
変
化
と
発
展
の
目
標
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
い
か
な
る
状
況
、
社

会
的
条
件
に
も
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
知
識
情
報
に
公
平
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
究
極
的
に
我
が
国
が
先
進

国
を
目
指
し
て
努
力
し
、
文
化
福
祉
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二

テ
ー
マ
発
表

｢
将
来
を
展
望
し
た
国
立
国
会
図
書
館
の
運
営
―

『

国
立
国
会
図
書

館
ビ
ジ
ョ
ン
二
○
○
四』

の
策
定
と
評
価
制
度
の
導
入
―｣

遊
佐
啓
之

総
務
部
企
画
・
協
力
課
課
長
補
佐
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日
本
側
か
ら
は
、
変
革
期
を
乗
り

切
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
が
、
安
定

的
発
展
に
向
け
、
着
実
な
業
務
運
営

を
図
る
こ
と
を
意
図
し
、
当
館
の
果

た
す
べ
き
使
命
・
役
割
お
よ
び
将
来

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
明
確
に
す
る

た
め
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ

ン
二
○
○
四｣

を
策
定
し
た
上
で
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
二
○
○
四
年

度
か
ら
評
価
制
度
を
導
入
し
、
年
度
ご
と
に
具
体
的
な
目
標
・
基
準

を
掲
げ
、
年
度
終
了
後
に
そ
の
評
価
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
○
○
四｣
は
、
目
標
設
定
の
最

上
位
の
概
念
と
し
て
、
全
館
レ
ベ
ル
の
五
〜
一
○
年
を
対
象
と
し
た

中
長
期
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
当
館
の

｢
使
命
と
役
割｣

を
示
す
と
と
も
に
、｢

立
法
補
佐
機
能
の
強
化｣

、｢

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築｣

、｢

情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上｣
お
よ
び

｢

協
力
事
業
の
推
進｣

と
い
う
四
つ
の

｢

重
点
領
域｣

を
設
定
し
て

い
る
。

立
法
府
に
属
す
る
当
館
に
お
い
て
も
、
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、

ま
た
、
国
の
機
関
と
し
て
国
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く

上
で
評
価
制
度
の
導
入
は
不
可
欠
な
仕
組
み
で
あ
る
と
考
え
た
が
、

当
館
の
活
動
目
的
は
、
行
政
機
関
の
活
動
と
は
自
ず
と
異
な
っ
て
お

り
、
行
政
府
の
評
価
制
度
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
を
込
め
、

政
策
評
価
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
頂
点
と
し
た
独
自
の
体
系
を
構

築
し
た
上
で
、
活
動
評
価
と
名
付
け
た
。

活
動
評
価
を
導
入
し
た
目
的
は
、
①
活
動
・
事
業
の
適
正
な
運
営
、

②
活
動
・
事
業
内
容
に
つ
い
て
国
の
機
関
と
し
て
の
説
明
責
任
の
履

行
の
二
点
で
あ
る
。

目
標
は
、
社
会
に
公
表
す
る
組
織
全
体
と
し
て
の
目
標

(

ビ
ジ
ョ

ン
、
重
点
目
標
、
サ
ー
ビ
ス
基
準)

と
、
部
局
を
基
本
と
し
た
目
標

(

部
局
目
標
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標)

の
二
階
層
で
設
定
す
る
。

(

一)

ビ
ジ
ョ
ン

五
〜
一
○
年
を
対
象
と
し
て
、
中
長
期
的
な
基
本
方
針
を
示
す
。

(

二)

重
点
目
標

一
〜
三
年
を
対
象
と
し
て
、
組
織
と
し
て
重
点
を
置
く
べ
き
取
組

み
に
つ
い
て
目
標
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
は
、
部
局
目
標
お

よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
ふ
ま
え
、
具
体
的
で
達
成
可
能
な
も
の

と
し
、
達
成
の
期
限
を
明
確
に
示
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

(

三)

サ
ー
ビ
ス
基
準

利
用
者

(

国
民
、
図
書
館)

に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
と
な
る

数
値
を
具
体
的
に
示
し
、
当
館
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
保
証
と
す
る
。

(

四)

部
局
目
標
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

ビ
ジ
ョ
ン
、
重
点
目
標
を
支
え
る
下
位
の
目
標
と
し
て
、
部
局
目

標
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
〜
三
年

を
目
途
と
し
た
短
・
中
期
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
、
当
館
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
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業
で
特
別
な
体
制
を
設
け
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

活
動
評
価
に
お
け
る
目
標
の
達
成
評
価
は
、
次
年
度
当
初
に
事
業

の
達
成
度
を
用
い
て
部
局
が
一
次
評
価
を
実
施
し
た
上
で
、
組
織
と

し
て
二
次
評
価
を
実
施
す
る
。
こ
の
前
年
度
の
評
価
結
果
を
、
次
年

度
の
目
標
設
定
に
反
映
さ
せ
る
。

当
館
で
は
、
活
動
評
価
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
実
績
測
定
の
た

め
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
お
よ
び
統
計
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
二
○
○
三
年
度
に
お
い
て
、
一
九
八
九
年
度
に
行
っ
て
以

来
の
大
規
模
な
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
引
き
続
き
、

二
○
○
四
年
度
に
お
い
て
は
、
遠
隔
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
し
、
現
在
、
集
計
・
分
析
中

で
あ
る
。
統
計
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
今
年
度
か
ら
導
入
し
た
活

動
評
価
に
お
い
て
目
標
設
定
お
よ
び
評
価
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
網
羅

さ
れ
る
よ
う
今
年
度
中
に
整
備
を
完
了
し
、
来
年
度
二
○
○
五
年
四

月
か
ら
新
統
計
の
採
取
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

当
館
の
活
動
評
価
に
対
す
る
取
組
み
は
、
ま
だ
第
一
歩
を
ふ
み
出

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
改
善

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
成
熟
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
機
関
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
国
会
の
図
書
館
と
し
て
、
ま
た
、
我
が

国
唯
一
の
国
立
図
書
館
と
し
て
、
存
在
意
義
を
よ
り
確
固
た
る
も
の

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

｢

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
収
集
お
よ
び
保
存
管
理｣

チ
ェ
・
ギ
ョ
ン
ホ

(

崔
景
浩)

支
援
研
修
部
情
報
化
担
当
官
室

課
長
補
佐

韓
国
側
か
ら
は
、
国
家
文
献
情
報

の
網
羅
的
な
収
集
・
保
存
の
責
任
機

関
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

価
値
あ
る
ウ
ェ
ブ
資
源
の
収
集
・
管

理
は
、
遅
延
が
許
さ
れ
な
い
韓
国
国

立
中
央
図
書
館
の
業
務
課
題
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
下
に
、
国
立
中
央
図

書
館
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

二
○
○
三
年
一
二
月
か
ら
推
進
し
て

き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
収
集
お
よ
び
保
存
管
理
業
務
の

現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
網
羅
的
収
集
・
保
存
に
関
し
て
、

二
○
○
四
年
二
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
審
議
委
員
会
を
設

置
し
た
。
同
審
議
委
員
会
は
、
運
営
委
員
会
、
分
科
委
員
会
、
専
門

委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

運
営
委
員
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
収
集
業
務
全
般

に
わ
た
っ
て
推
進
状
況
の
点
検
と
評
価
、
広
報
、
関
連
法
・
制
度
改

正
等
に
関
す
る
諮
問
と
あ
わ
せ
て
審
議
・
議
決
権
を
有
す
る
。

人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
各
主
題
分
野
に
関
す
る
三
つ
の
分
科
委

員
会
は
、
現
世
代
の
重
要
か
つ
価
値
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資

源
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
推
薦
す
る
任
務
を
有
す
る
。
も
う
一
つ
の
標
準
化
の

526号／2005①国立国会図書館月報 ― 20―



分
科
委
員
会
で
は
、
著
作
権
、
Ｄ
Ｏ
Ｉ

(

デ
ジ
タ
ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
識
別
子)

、
業
務
の
標
準
化
等
を
審
議
す
る
。

専
門
委
員
は
、
分
科
委
員
が
推
薦
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資

源
の
保
存
価
値
等
を
審
議
す
る
。

そ
し
て
、
二
○
○
四
年
三
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
の

本
格
的
な
収
集
を
開
始
し
た
。
三
名(

チ
ー
ム
長
一
名
、電
算
職
一
名
、

司
書
職
一
名)

の
人
員
で
出
発
し
た
専
門
担
当
収
集
チ
ー
ム
は
、
現

在
、
計
二
二
名
の
多
様
な
学
問
分
野
の
専
攻
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
○
○
四
年
八
月
時
点
で
は
、
二
万
件
余
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ

タ
ル
資
源
を
収
集
し
、
特
に
地
域
の
祭
り
、
国
会
議
員
選
挙
、
新
行

政
首
都
移
転
等
、
韓
国
国
内
の
社
会
的
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
デ
ジ
タ
ル
資
源
を
収
集
し
て
い
る
。

収
集
業
務
は
、
①
収
集
対
象
ウ
ェ
ブ
資
源
の
選
定
、
②
収
集
、
③

目
録
作
成
、
④
保
存
価
値
判
断
、
⑤
保
存
処
理
、
⑥
Ｋ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

(

国
立
中
央
図
書
館
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム)

登
録
の
六
段
階
に
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
③
ま
で
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
。

体
系
的
か
つ
効
率
的
な
収
集
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
収
集
指
針
を
参
考
に
し
て
、

二
○
○
四
年
二
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
選
定
指
針
を
策
定

し
た
。
収
集
対
象
と
す
る
範
囲
は

｢

韓
国
語
で
作
成
さ
れ
た
韓
国

(
.k

r)

ド
メ
イ
ン｣

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
フ
ラ
イ
ン
の
資

料
の
納
本
を
国
内
出
版
物
に
限
定
し
て
い
る
事
実
を
オ
ン
ラ
イ
ン
資
源

に
拡
大
し
た
概
念
で
、
収
集
初
期
段
階
で
は
、
ま
ず
韓
国
語
で
作
成

さ
れ
た
資
料
に
限
定
し
て
収
集
し
、
徐
々
に
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
。

ま
た
、
良
質
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
の
収
集
の
拡
充
と
、
将
来
の

世
代
の
た
め
に
現
代
の
デ
ジ
タ
ル
の
文
化
遺
産
を
永
久
に
保
存
す
る

目
的
で
、
二
○
○
一
年
一
二
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
収
集

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
四
年
二
月
に
は
、
ア
ク

セ
ス
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
に
つ
い
て
選
択
的
に
収
集

し
、
該
当
す
る
著
作
者
か
ら
の
永
久
保
存
お
よ
び
提
供
に
対
す
る
許

諾
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
補
完
し
た
。

こ
れ
か
ら
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
は
、
①
価
値
あ
る
デ
ジ
タ
ル

資
源
収
集
の
た
め
の
誰
で
も
推
薦
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
②
ウ
ェ

ブ
資
源
に
含
ま
れ
る
リ
ン
ク
を
解
析
で
き
る
技
術
研
究
の
推
進
、
③

多
様
な
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル
資
源
を
収
集
す
る
た
め
の
自
発
的
な

納
本
制
度
お
よ
び
関
連
法
の
改
正
、
④
保
存
の
た
め
の
定
期
的
な
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
移
行
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
更
新
、
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
媒

体
変
換
作
業
な
ど
に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
⑤
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
情

報
資
源
に
対
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
記
述
法
に
つ
い
て
の
研
究
が
挙
げ

ら
れ
る
。

国
立
中
央
図
書
館
が
こ
の
分
野
に
取
り
組
ん
で
か
ら
間
も
な
い
た

め
、
及
ば
な
い
所
も
ま
だ
多
い
が
、
韓
日
両
図
書
館
の
さ
ら
に
深
み

の
あ
る
業
務
交
流
が
継
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

｢
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
今

後
の
取
り
組
み｣

河
合
美
穂

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
係
長
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さ
ら
に
、
日
本
側
か
ら
、
当
館
の

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
況
と

課
題
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
二
○
○
四

年
二
月
に

｢

電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
○
○
四｣

を
策
定
し
た
。
こ
の
計

画
は

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン

二
〇
〇
四｣

に
基
づ
い
て
、
今
後
五

年
程
度
を
目
途
と
し
て
達
成
す
べ
き
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
具
体

的
方
向
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
枠
組
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
目
標
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
、
②
情
報
資

源
に
関
す
る
情
報
の
充
実
、
③
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
の
三
点
で

あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
は
、
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
オ
ン
ラ
イ
ン
系
情
報
資
源
の
収
集
が
主
眼
で
あ
る
。
所
蔵
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
文
化
財
で
あ
る
図
書
等
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
著
作
権
処
理
を
行
い
な
が
ら
、
明

治
期

(

一
八
六
八
―
一
九
一
二
年)

刊
行
図
書
に
続
き
、
対
象
資
料

を
順
次
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
系
情
報
資
源
の
収
集
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
・

ア
ー
カ
イ
ブ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ポ
ジ
ッ
ト
と
い
う
二
種
類
の
事
業
・

シ
ス
テ
ム
を
想
定
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
資
源
選
択
的
蓄
積
実
験
事
業

(

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ)

を
拡
充
発
展
す

る
こ
と
お
よ
び
一
定
の
範
囲
の
ウ
ェ
ブ
情
報
を
機
械
的
に
一
括
収
集

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ポ
ジ
ッ
ト
は
全
く

の
新
規
事
業
で
、
知
的
な
著
作
単
位
で
取
り
扱
う
べ
き
情
報
資
源

(

例
え
ば
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
電
子
書
籍)

を
対
象
と
し
て
、
個

別
に
収
集
・
組
織
化
・
保
存
・
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
確
実
に
収
集
し
、
利
用
可
能
と
す

る
た
め
に
、
現
在
、
そ
の
制
度
化
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
長

の
諮
問
機
関
で
あ
る
納
本
制
度
審
議
会
に
お
い
て
審
議
し
て
お
り
、

最
終
答
申
は
二
○
○
四
年
一
二
月
に
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。(

注

一
二
月
九
日
に

｢

答
申

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
の
収
集
に

関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て｣

が
答
申
さ
れ
た
。
四
〜
一
二
頁

参
照)

そ
の
後
、
答
申
を
ふ
ま
え
て
早
期
に
法
制
度
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

国
立
国
会
図
書
館
と
し
て
は
未
経
験
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
情
報
の
収
集
・

蓄
積
に
つ
い
て
技
術
的
課
題
克
服
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源

選
択
的
蓄
積
実
験
事
業

(

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ)

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ
の
二
○
○
四
年
八
月
末
現
在
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
電
子
雑
誌

一
、二
○
○
タ
イ
ト
ル
、
協
力
機
関
は
八
○
○
機
関
を
超
え
て
い
る
。

デ
ー
タ
の
所
蔵
量
は
、
七
七
一
Ｇ
Ｂ
と
な
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
は
、

個
別
に
著
作
権
を
処
理
し
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
諸
外
国
の
取

り
組
み
と
比
べ
て
、
小
規
模
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
課
題
の
う
ち
顕
著
な
も
の
と
し
て
、(

一)

収
集
段

階
で
は
、
著
作
権
の
処
理
、
収
集
性
能
、
再
収
集
の
コ
ス
ト
、(

二)

利
用
提
供
で
は
、
デ
ー
タ
同
士
の
リ
ン
ク
関
係
の
変
換
、
永
続
的
識
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別
子
の
採
用
、(

三)

保
存
に
お
い
て
は
、
原
本
性

(a
u

th
en

ticity
)

の
保
証
、
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
変
化
に
対
応
し
た
電
子
情
報
の

長
期
的
な
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

｢

電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
○
○
四｣

の
第
二
の
目
標
は
、
既
存

媒
体
資
料
と
の
整
合
性
に
留
意
し
た
、
情
報
資
源
に
関
す
る
情
報
の

充
実
、
あ
る
い
は
紙
資
料
と
電
子
資
料
と
の
統
合
検
索
等
で
あ
る
。

第
三
の
目
標
は
、
当
館
以
外
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
も
含
め
て
、

総
合
的
な
知
の
資
源
へ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
利
用
者
検
索
窓

口
、
す
な
わ
ち
ポ
ー
タ
ル
の
整
備
で
あ
る
。

脆
弱
な
存
在
で
あ
る
電
子
的
な
一
次
情
報
は
、
保
存
す
る
努
力
が

あ
っ
て
こ
そ
、
将
来
世
代
へ
継
承
可
能
で
あ
る
。
長
期
的
な
保
存
を

含
め
各
国
で
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
協
力

関
係
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
館
も
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
業
績

を
学
び
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
発
展
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

業
務
交
流
の
基
調
報
告
、
テ
ー
マ
報
告
を
通
じ
て
、
韓
国
国
立
中

央
図
書
館
の
担
当
者
と
膝
を
交
え
て
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
い
、

さ
ら
に
見
学
、
懇
談
会
も
あ
り
、
現
状
を
直
接
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
経
験
を
得
た
。
今
回
の
訪
問
で
、
国
立
図
書
館
の
運
営

お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
の
収
集
・
保
存
の
両
面
に
お
い
て
両
館

が
数
多
く
の
共
通
の
課
題
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今

後
も
、
交
流
を
重
ね
、
ま
た
、
実
務
上
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
を
交

換
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
有
意
義
で
あ
る
。

ま
た
、
情
報
化
時
代
に
お
い
て
も
当
館
が
我
が
国
唯
一
の
国
立
図

書
館
と
し
て
の
存
在
意
義
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、

課
題
を
克
服
し
、
よ
り
一
層
の
改
善
を
重
ね
、
ま
た
、
新
た
な
事
業

を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
他
国
の
国
立
図
書
館
の
取
組
み
を
参
考
に

し
て
い
く
こ
と
は
現
実
的
な
手
法
で
あ
る
と
感
じ
た
。

今
回
の
業
務
交
流
へ
の
参
加
で
得
た
経
験
を
、
今
後
の
図
書
館
業

務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
国
立
中
央
図
書
館
お
よ
び
各
機
関
に
お
け
る

見
学
お
よ
び
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
滞
在
期
間
中

を
通
し
て
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
支
援
協
力
課
の
チ
ョ
ン
・
ギ
ル
ス

課
長
、
キ
ム･

ミ
ョ
ン
ヒ
課
長
補
佐
、
ジ
ョ
・
ジ
ェ
ス
ン

(

�
在
順)

課
員
を
始
め
と
す
る
国
立
中
央
図
書
館
の
職
員
の
皆
様
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館

と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
業
務
交
流
概
要
一
覧｣

お
よ
び
最
近
の
報
告

全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
a
b
o
u

tu
s/

co
o
p
era

tio
n

_ch
ro

n
o
lo

g
ica

l

_k
o
rea

.h
tm

l)

ま
た
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
は
、
一
一
月
に
組
織
改
編
を
実
施
し
た
た

め
、
文
中
の
所
属
・
役
職
は
、
一
○
月
段
階
の
も
の
で
す
。
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重
要
文
化
財
指
定
資
料
紹
介

『
師も
ろ

守も
り

記き』

中
原
師
守
自
筆
本

暦
応
二
年

(
一
三
三
九)

〜
貞
治
七
年

(

一
三
六
八)

六
三
巻

附
・
応
安
四
年

(
一
三
七
一)

、
同
七
年

(

一
三
七
四)

記
一
巻

目
録
一
巻

当
館
所
蔵

『

師
守
記』

は
、
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
の
文
化
審
議
会
答

申
に
基
づ
き
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
六
月
八
日
に
官
報
告
示
さ
れ
た
。

こ
の
た
び
文
化
庁
か
ら
指
定
書

(

写
真)

が
送
付
さ
れ
た
の
で
、
国
立
国
会

図
書
館
分
類
表
に
従
い
当
資
料
の
請
求
記
号
をW

A
27-1

(

貴
重
書
／
記
録)

か
ら
、W

A
1-5
(

貴
重
書
／
国
宝
・
重
要
文
化
財)

に
変
更
し
た
。
次
に
こ

の
資
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

『

師
守
記』

は
、
南
北
朝
時
代
の
公
卿
中
原
師
守
の
書
い
た
日
記
で
あ
る
。

当
資
料
は
そ
の
自
筆
原
本
で
あ
る
。
中
原
家
は
古
来
、
明
経
道
の
博
士
家
と

し
て
大だ
い

外げ

記き

(

太
政
官
少
納
言
の
下
で
詔
勅
の
検
討
や
奏
文
の
作
成
を
し
、

公
事
、
儀
式
を
行
い
記
録
す
る
職)

を
世
襲
す
る
公
家
で
あ
る
。
師
守
は
中

原
家
の
次
男
で
、
北
朝
方
に
あ
っ
て
大お
お

炊い
の

頭か
み

、
雅う
た

楽の

頭か
み

、
少
し
ょ
う

外げ

記き

な
ど
を
務

め
た
。
師
守
の
正
確
な
生
没
年
は
未
詳
だ
が
、
日
記
の
始
ま
る
暦
応
二
年
頃

に
は
二
二
、
三
歳
、
応
安
三
年
頃
に
五
四
、
五
歳
で
没
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
日
記
は
、
前
半
は
家
君
で
あ
る
父
大
外
記
中
原
師も
ろ

右す
け(

一
二
九
五

〜
一
三
四
五)

を
、
後
半
は
兄
大
外
記
中
原
師も
ろ

茂し
げ

(

一
三
一
二
〜
七
八)

を

中
心
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
当
資
料
の
題
簽
は

｢

師
茂
記｣

と
な
っ
て
お
り
、
当
館
目
録
上
の
書
名
は

｢

師
茂
記｣

と
し
て
い
る
。

日
記
は
暦
応
二
年
七
月
一
日
か
ら
、
貞
治
七
年
一
月
二
一
日
ま
で
の
約

三
○
年
間
で
あ
る
。
書
状
、
具
注
暦
、
仮
名
暦
の
紙
背
や
暦
の
暦
日
ご
と
の

余
白
、
欄
外
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
朝
儀
や
公
事
、
公
領
、
家
領

の
記
述
が
主
で
あ
る
が
、
こ
の
日
記
の
特
徴
は
、
師
守
の
生
き
た
南
北
朝
時

代
と
い
う
政
治
、
社
会
の
激
動
期
を
リ
ア
ル
に
記
録
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

後
醍
醐
天
皇
崩
御

(

暦
応
二
年
八
月)

、
今
日
史
料
が
少
な
い
と
い
わ
れ
る

南
北
両
朝
合
体
に
か
か
わ
る
双

方
の
交
渉
駆
け
引
き
の
模
様

(

貞
治
五
、
六
年
頃)

、
将
軍
足

利
尊
氏
ら
が
見
物
し
た
四
条
川

原
の
橋
勧
進
田
楽
で
桟
敷
が
破

損
し
百
余
人
の
死
者
が
出
た
事

件

(

貞
和
五
年
六
月
・
次
頁
写

真)

等
、
南
北
朝
内
乱
期
に
お

け
る
公
武
の
政
治
、
軍
事
活
動

や
社
会
の
出
来
事
が
豊
富
に
記

載
さ
れ
て
お
り
、
当
代
第
一
級

の
史
料
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
父
師
右
の
葬
儀
や
法
要

の
様
子

(
康
永
四
年
二
月)

を

は
じ
め
と
す
る
当
時
の
中
級
公
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家
の
生
活
風
景
、
祇
園
会
の
神
輿
や
山
鉾
な
ど
年
中
行
事
に
つ
い
て

(

暦
応

三
年
六
月
、
貞
治
三
年
六
月)

、
中
国

(

元)

よ
り

｢

形
木
開
之
輩｣

す
な

わ
ち
本
の
刊
行
に
携
わ
る
工
匠

(

刻
工)

が
嵯
峨
の
寺
院
に
来
朝
し
た
こ
と

(

貞
治
六
年
七
月)

等
、
社
会
や
文
化
に
関
す
る
重
要
な
記
載
も
数
々
あ
る
。

詳
細
に
自
在
に
生
き
生
き
と
記
さ
れ
た
筆
の
滲
み
に
、
遥
か
約
六
五
○
年
隔

て
た
世
に
生
き
た
人
々
の
息
吹
が
伝
わ
る
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。

当
資
料
は
、
明
治
九
年
に
石
川
県
か
ら
東
京
書
籍
館
に
移
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
当
初
か
ら
痛
み
が
激
し
く
、
帝
国
図
書
館
時
代
に
修
復
が
な
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
五
三
巻
で
あ
っ
た
も
の
を
六
四
巻
に
改
装
し
た
。
第
六
三
巻

ま
で
自
筆
。
第
六
四
巻

(

応
安
四
、
七
年)

は
応
永
一
七
年

(

一
四
一
〇)

の
具
注
暦
の
紙
背
に
書
か
れ
て
お
り
別
筆
で
あ
る
。
別
に

｢

貞
享
三
年

(

一
六
八
六)

仲
冬
念
八｣

の
日
付
と
中
原
師
庸
の
花
押
が
記
さ
れ
る
目
録

一
巻
が
付
さ
れ
る
。
軸
装
。
料
紙
楮
。
縦
約
三
○
㎝
。

当
資
料
は
明
治
末
年
に
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
に
よ
り
転
写
本
が
作
成
さ

れ
、
日
記
の
全
文
は

『

史
料
纂
集』

第
一
〜
一
一

(

藤
井
貞
文
・
小
林
花
子

校
訂

続
群
書
類
従
完
成
会

一
九
六
八
〜
八
二)

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
当
館
所
蔵
資
料
で
は
こ
れ
ま
で
次
の
四
点
が
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。『

満
済
准
后
日
記』

(

応
永
一
八
〜
二
九
年
満
済
自
筆

請
求

記
号

W
A

1-1)

、『

天
台
山
記』

(

平
安
時
代
後
期
写

請
求
記
号

W
A

1-2)

、

『

姓
解』

(

景
祐
年
間
刊

請
求
記
号

W
A

1-3)

、『

銘
尽』

(

応
永
三
○
年
写

請
求
記
号

W
A

1-4)

。

(

主
題
情
報
部
古
典
籍
課)

※
上
段
写
真
の
大
型
画
像
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
書
展

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
d
l.

g
o
.jp

/
ex

h
ib

it/
50/

in
d
ex

.h
tm

l)

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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平
成
一
六
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法
各
部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
、
国
立
国
会

図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
今
年

度
の
標
記
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
黒
澤
�
雄

国
立
国
会
図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

中
央
館
お
よ
び
支
部
図
書
館
か
ら
報
告
を

行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
懇
談
を
行
っ
た
。

中
央
館
か
ら
は
、
和
中
幹
雄
総
務
部
副

部
長
が
、｢
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
に
向
け
て｣
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

を
紹
介
し
、
そ
の
背
景
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る
今

後
の
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
支
部
図
書
館
か
ら
は
、
道
明
昇
支
部
国
土
交
通
省

図
書
館
長
が

｢

支
部
国
土
交
通
省
図
書
館

そ
の
現
状
と
展
望｣
と

題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
同
館
は
平
成
一
三
年
の
省
庁
再
編
に
よ
り
、

四
つ
の
支
部
図
書
館
が
統
合
さ
れ
て
支
部
国
土
交
通
省
図
書
館
と
な
っ

た
。
そ
の
統
合
の
過
程
と
図
書
館
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

最
後
に
、
蔵
書
の
充
実
、
国
民
へ
の
情
報
公
開
と
省
内
職
員
の
利
用

と
の
関
係
等
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
質
疑
・
懇
談
で
は
、
支
部
図
書
館
側
か
ら

中
央
館
の
報
告
に
対
し
て
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
源
選

択
的
蓄
積
実
験
事
業)

に
関
連
し
て
、
収
集
範
囲
の
拡
大
に
伴
う
大

容
量
デ
ー
タ

(

動
画
等)

の
収
集
方
針
お
よ
び
変
化
す
る
情
報
を
保

存
す
る
場
合
の
内
容
確
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
系
電
子
情
報
収
集
の
法
制
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
。
支
部
図
書
館
側
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
省
内
専
門
図
書
館
と
し

て
、
行
政
省
庁
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
専
門
化
へ
の
対
応
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
の
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
業
務
の
合
理
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
分
館
等
と
連
携
し
て
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

行
政
資
料
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
き
た
い
と
の
発

言
と
と
も
に
、
一
方
で
、
省
内
図
書
館
と
し
て
の
役
割
と
の
関
係
が

課
題
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。｢

中
央
館
・
支
部
図
書
館
総
合
シ

ス
テ
ム｣

の
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
将
来
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム

構
築
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て
中
央
館
が
中
心
に
な
っ
て
検
討

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
基
盤
シ
ス
テ
ム
本
稼
動
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
申
込
み
機
能
に
よ
り
、
円
滑

な
資
料
の
受
取
り
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
郵
送
貸
出
し
も

併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
が
増
大
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に
大
滝
則
忠
副
館
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
課)
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土
と
炎
の
世
紀

ノ
リ
タ
ケ
チ
ャ
イ
ナ
と
製
陶

王
国
の
１
０
０
年
史

愛
知
県
陶
磁
資
料
館

学
芸
課
編

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
刊

(

〒
489-
0965

瀬
戸
市
南
山
口
町
二
三
四
番
地)

二
〇
〇
三

一
一
一
頁

Ａ
４

(D
L

561-H
3)

よ
ほ
ど
器
好
き
の
人
で
な
い
と
、
ホ
テ
ル
や
街
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
器
や
機
内
食
の
食
器
を
裏
返
し
て

銘
を
見
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
気
が
付
く
こ
と
は
少

な
い
の
で
す
が
、
誰
で
も
一
度
は
ノ
リ
タ
ケ
の
食
器

で
食
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ノ
リ
タ
ケ
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
は
日
本
だ
け
で

な
く
海
外
で
も
流
通
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

愛
知
県
陶
磁
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た

｢

土
と
炎
の
世

紀

ノ
リ
タ
ケ
チ
ャ
イ
ナ
と
製
陶
王
国
の
１
０
０
年

史｣

展
の
解
説
図
録
で
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、

一
九
〇
四
年
に
創
業
さ
れ
た
ノ
リ
タ
ケ
の
前
身
日
本

陶
器
合
名
會
社
の
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ノ
リ
タ
ケ
の
発
祥
は
、
江
戸
幕
府
の
御
用
商
人
で

あ
っ
た
森
村
市
左
衛
門
と
豊
の
兄
弟
が
、
明
治
九
年

(

一
八
七
六)

銀
座
に
創
業
し
た
貿
易
所
森
村
組
ま

で
遡
り
ま
す
。
森
村
豊
は
慶
應
義
塾
で
福
澤
諭
吉
の

指
導
を
受
け
、
森
村
兄
弟
に
貿
易
所
起
業
と
米
国
進

出
を
勧
め
た
の
も
福
澤
で
し
た
。
森
村
の
目
を
陶
磁

器
に
向
け
た
の
は
、
江
戸
末
期
の
絵
草
子
屋
大
倉
孫

兵
衛
と
の
骨
董
品
の
取
引
で
あ
り
、
森
村
と
大
倉
は
、

パ
リ
万
博
で
見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磁
器
製
品
の
素
晴

ら
し
さ
に
愕
然
と
し
、
自
ら
工
場
建
設
を
決
意
し
、

一
九
〇
四
年
に
日
本
陶
器
合
名
會
社

(

現
ノ
リ
タ
ケ)

を
設
立
し
ま
し
た
。

大
倉
は
イ
ギ
リ
ス
の
骨
粉
焼
、
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー

ブ
ル
以
上
の
磁
器
食
器
を
作
る
た
め
に
精
魂
を
傾
け

ま
し
た
。
創
業
期
に
作
成
さ
れ
た
花
鳥
風
月
模
様
の

華
や
か
な
絵
皿
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
の
花
瓶
や

皿
な
ど
の
図
版
を
見
る
と
、
磁
器
製
作
へ
の
熱
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
後
試
行
錯
誤
を
続
け
、
の

ち
に
華
麗
な
花
模
様
を
意
匠
と
し
た
日
本
初
の
ボ
ー

ン
チ
ャ
イ
ナ
製
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
の
完
成
に
到
り
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
白
く
て
極
め
て
平
ら
な
、
何

枚
も
重
ね
て
も
す
べ
て
同
じ
形
に
揃
っ
た
皿
は
量
産

が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
倉
は
、
こ
の
よ
う
な
洋
食
器
生
産
を
続
け
る
一

方
で

｢

良
き
が
上
に
も
良
き
も
の
を｣

を
モ
ッ
ト
ー

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銘
窯
を
越
え
る
美
術
磁
器
作
り
を

目
指
し
、
大
正
八
年

(

一
九
一
九)

に
大
倉
陶
園
を

設
立
し
ま
し
た
。

同
じ
大
正
年
間
に
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
も
う
ひ
と
つ

の
主
要
分
野
で
あ
る
衛
生
陶
器
部
門
が
発
展
し
ま
し

た
。
洋
食
器
生
産
の
た
め
に
欧
米
諸
国
を
視
察
し
た

森
村
兄
弟
と
大
倉
父
子
が
現
地
の
水
洗
洋
式
ト
イ
レ

の
清
潔
さ
に
感
心
し
、
国
内
生
産
を
思
い
立
っ
た
の

が
契
機
と
な
り
、
大
正
六
年

(

一
九
一
一)

に
、
日

本
陶
器
合
名
會
社
か
ら
衛
生
陶
器
部
門
を
分
離
し
、

こ
れ
が
現
在
の
東
陶
機
器
㈱
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
電
力
供
給
の
た
め
の
碍
子
、

エ
ン
ジ
ン
の
点
火
栓
、
タ
イ
ル
や
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど

の
生
産
も
始
ま
り
、
電
力
、
自
動
車
、
建
築
な
ど
他

の
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

戦
時
中
は
軍
需
物
資
用
に
供
出
さ
れ
て
払
底
し
た

金
属
製
品
の
代
用
に
陶
磁
器
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、

陶
磁
器
製
の
電
灯
の
傘
な
ど
珍
し
い
写
真
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
一
時
期
、
良
質
な
原

料
を
得
ら
れ
ず
、"N

o
rita

k
e"

ブ
ラ
ン
ド
の
使
用
を
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一
時
中
止
し
て"R

o
se

C
h

in
a
"

銘
を
用
い
て
い
た

事
実
は

｢

ノ
リ
タ
ケ
ブ
ラ
ン
ド｣

の
プ
ラ
イ
ド
を
示

す
も
の
で
す
。
し
か
し
、
在
日
の
連
合
進
駐
軍
兵
士

にN
o
rita

k
e

C
h

in
a

の
愛
好
者
が
多
か
っ
た
た
め
、

裏
に"O

ccu
p
ied

J
a
p
a
n

"

を
刻
印
し
て
ブ
ラ
ン
ド

を
復
活
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

経
済
成
長
に
伴
い
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
の
現
況
は
、
最
終
章
の

｢
土
と
炎
―
製
陶
王

国
の
今
日｣

で
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
器
、
衛

生
陶
器
、
碍
子
、
点
火
栓
、
Ｉ
Ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

生
活
必
需
品
か
ら
電
子
部
品
ま
で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
応

用
範
囲
の
広
さ
に
は
改
め
て
感
心
し
ま
す
。

巻
末
に
は
詳
細
な

｢

日
本
の
陶
器
の
一
〇
〇
年
史｣

｢

各
社
、
マ
ー
ク

(

裏
印)

の
歴
史｣

｢

年
表｣

を
付

し
て
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
造
の
発
展
史
を
概
観
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
貿
易
会
社
を
源
流
と
す
る
製
陶
会

社
が
、
日
用
品
の
品
質
向
上
と
国
の
発
展
に
不
可
欠

な

｢

も
の
つ
く
り｣

の
精
神
か
ら
、
欧
米
の
新
技
術

を
取
り
入
れ
て
創
意
工
夫
を
重
ね
、
今
日
の
興
隆
に

至
っ
た
経
緯
を
読
む
と
、｢

製
陶
王
国｣

の
表
現
も

首
肯
で
き
ま
す
。

森
村
グ
ル
ー
プ
は
、｢

愛
・
地
球
博

(

愛
知
万
博)｣

の
開
催
を
機
に
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
同
県
の
則ノ
リ

武タ
ケ

の
地
に
森
村
・
大
倉
記
念
館
を
開
館
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
記
念
館
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
趣
の
あ
る
ノ
リ

タ
ケ
の
森
の
中
に
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
完
成

し
て
い
る
建
物
や
周
囲
の
景
観
に
あ
わ
せ
て
ど
の
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
の
か
が
楽
し
み
で
す
。

(

大お
お

久く

保ぼ

百ゆ

合り

子こ)

貼
函
の
世
界

R
ig

id
p
a
p
er

b
o
x

2003

篠
崎
貞
雄
責
任
編
集

パ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
刊

(

〒

192-
0032

八
王
子
市
石
川
町
二
一
〇
〇)

二
〇
〇
三
・

六

四
六
〇
頁

三
一
㎝

(K
B

16-H
228)

変
換
で
き
な
い
の
は
、｢

貼は
り

函ば
こ｣

と
い
う
単
語
で

あ
る
。
普
通
の
辞
書
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
、
印
刷
事

典
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
は

｢

貼
り
箱｣

と
し
て
い
る
。
本
書
の
編
者
は
、
手
に
持
て
る
ほ
ど

の

｢
ハ
コ｣

と
い
う
意
味
で
、
あ
え
て
函
の
字
を
当

て
て

｢

貼
函｣

と
し
、｢

厚
紙

(

ボ
ー
ル
紙)

の
筐

体
に
対
し
て
、
化
粧
箱
を
貼
っ
た
紙
製
の
容
器｣

と

定
義
す
る
。

知
ら
れ
て
な
い
の
は
、
貼
函
の
良
さ
で
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
貼
函
メ
ー
カ
ー

が
共
同
で

｢

貼
函
２
０
０
０
フ
ェ
ア｣

を
二
〇
〇
〇

年
に
開
催
し
た
。
フ
ェ
ア
に
あ
た
り
、
自
社
製
品
に

加
え
、｢

自
ら
が
街
へ
出
て
五
個
以
上
の
貼
函
を
探

し
て
く
る｣

と
い
う
条
件
を
課
し
た
。

集
め
た
の
は
、
開
催
年
に
ち
な
み
二
、〇
〇
〇
個

の
函
。
そ
れ
を
撮
影
し
分
類
し
貼
函
図
鑑
と
し
て
一

冊
に
纏
め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
な
お
、
製
作
に
手

間
取
り
刊
行
が
二
〇
〇
三
年
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

掲
載
点
数
も
三
つ
増
え
て
二
、〇
〇
三
点
と
な
っ
た
。

分
類
さ
れ
た
の
は
、｢

ジ
ャ
ン
ル｣

、｢

用
途
・
ブ
ラ

ン
ド｣

、｢

形
式
・
形
状｣

、｢

実
験
的
作
品｣

と

｢

趣

味
の
世
界｣

と
い
う
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
。

納
得
す
る
の
は
、｢

ブ
ラ
ン
ド｣

も
の
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
を
そ
の
外
延
で
あ
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
一
体
と
な
っ
て
演
出
す
る
と
い
う
意

味
で
、
貼
函
は
、
最
も
適
し
た
外
延
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
Ｇ
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
函
、
Ａ
の
ネ
ク
タ

イ
函
、
Ｃ
の
香
水
函
、
Ｔ
社
の
ブ
ル
ー
の
函
な
ど
な

ど
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
表
現

さ
れ
た
函
を
見
れ
ば
明
白
だ
。
高
級
ブ
ラ
ン
ド
ほ
ど

貼
函
が
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
強
い
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
は
編
者
泣
か
せ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
の
貼
函
を
集
め

る
た
め
に
は
、
高
価
な
中
身
も
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
そ
う
だ
。

面
白
い
の
は
、
実
験
的
作
品
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
京
友
禅
、
壁
紙
な
ど
を

貼
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
試
み
る
。
例
え
ば
、
一
九

世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
優
美
な

装
飾
性
が
特
徴
の
工
芸
家
で
あ
る
が
、
彼
の
デ
ザ
イ

526号／2005①国立国会図書館月報 ― 28―



ン
に
よ
る
柘
榴
と
檸
檬
を
あ
し
ら
っ
た
壁
紙
を
貼
っ

て
作
ら
れ
た
函
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

粋
な
の
は
、
本
書
を
収
め
る
ブ
ッ
ク
ケ
ー
ス
に
こ

の
壁
紙
の
函
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
貼
函

図
鑑
を
入
れ
る
函
も
貼
函
図
鑑
に
収
録
さ
れ
、
ま
さ

に

｢

ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ｣
状
態
。
な
お
、
当
館
で
は
、

ブ
ッ
ク
ケ
ー
ス
や
カ
バ
ー
類
を
原
則
と
し
て
外
し
て

い
る
が
、
本
書
は
例
外
扱
い
。

驚
く
の
は
、
編
者
一
人
で
ほ
と
ん
ど
製
作
し
た
こ

と
だ
。
自
身
で
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
い
、
Ａ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
社
の
Ｍ
を
駆
使
し
て
デ
ジ
タ
ル
処
理
と
レ

イ
ア
ウ
ト
を
行
い
、
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
工
程
で
印
刷
し

た
と
い
う
。
な
お
、
編
者
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
ー

の
経
営
者
で
、
製
函
業
界
の
た
め
に
私
財
を
投
じ
た

と
の
こ
と
。

半
端
で
な
い
の
は
、
本
の
作
り
だ
。
製
本
は
、
高

級
製
本
に
使
わ
れ
る

｢

か
が
り
製
本｣

。
二
〇
〇
四

年

｢

造
本
・
装
丁
コ
ン
ク
ー
ル｣

で
第
三
位
の
東
京

都
知
事
賞
を
受
賞
し
た
。
私
家
版
の
書
籍
と
し
て
は
、

初
の
受
賞
で
あ
る
と
い
う
。

疑
問
な
の
は
、
函
の
写
真
の
収
録
に
つ
い
て
巻
末

で
意
匠
権
に
言
及
し
断
り
書
き
を
入
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
は
、
Ｄ
社
の
Ｍ
マ
ウ
ス
な
ど

の
函
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
意
匠
権
よ
り
は

著
作
権
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

齋さ
い

藤と
う

憲け
ん

司じ)

�
�

�
�

法
規
の
制
定

解
説

内
規
第
五
号
及
び
館
長
決
定
第
七
号
は
、
国
立

国
会
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(

平
成

十
六
年
法
律
第
百
四
十
五
号)

の
制
定
に
よ
り
、

独
立
行
政
法
人
・
地
方
独
立
行
政
法
人
等
が
、
国
・

地
方
公
共
団
体
と
区
別
し
て
国
立
国
会
図
書
館
法

に
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

資
料
利
用
制
限
措
置
及
び
国
際
交
換
業
務
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
法
人
の
出
版
物
の
取
扱
い
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
し
た
も
の

で
あ
る
。

内
規
第
六
号
は
、
国
立
国
会
図
書
館
職
員
倫
理

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

(

平
成
十
六
年
国

立
国
会
図
書
館
規
程
第
三
号)

の
制
定
に
伴
い
、

株
取
引
等
報
告
書
の
様
式
を
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

内
規
第
七
号
並
び
に
規
則
第
七
号
及
び
館
長
決

定
第
八
号
は
、
文
書
関
係
事
務
の
合
理
化
を
図
る

た
め
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
伴
い
、
帳

簿
に
係
る
事
務
処
理
の
変
更
、
接
受
番
号
及
び
起

案
文
書
番
号
の
採
番
方
法
の
変
更
そ
の
他
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
法
規
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

(

内
規
第
五
号)

国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
等
に

関
す
る
内
規
の
一
部
を
改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
等
に
関
す

る
内
規

(

昭
和
六
十
三
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第

六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
号
中

｢

又
は｣

を

｢

若
し
く
は｣

に

改
め
、｢

諸
機
関｣

の
下
に

｢

又
は
次
に
掲
げ
る
法

人｣

を
、｢

当
該
機
関｣

の
下
に

｢

又
は
法
人｣

を

加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律

(

平
成
十
三
年
法
律
第
百

四
十
号)

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立

行
政
法
人
等

ロ

そ
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る

住
民
等
の
権
利
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る

法
人

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
六
号)
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国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関

す
る
内
規
の
一
部
を
改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
倫
理
の
保
持
に
関
す
る

内
規

(

平
成
十
二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
五
号
中

｢

第
二
条
第
十
一
項｣

を

｢

第
二
条
第
十
六
項｣

に
改
め
る
。

別
記
第
二
様
式
中

｢新
株
予
約
権
付
社
債
券
｣

を

「
新
株
予
約
権
付
社
債
券
(株
券
､
新
株
引
受
権
証

書
､
新
株
予
約
権
証
券
又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
券

が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
､
こ
れ
ら

が
発
行
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
れ
ら
に
表
示
さ
れ

る
べ
き
権
利
)｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
七
号)

国
立
国
会
図
書
館
文
書
取
扱
内
規
の
一
部
を

改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
文
書
取
扱
内
規

(

昭
和
五
十
九

年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
十
三
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
事
務
処
理)

第
五
条

こ
の
内
規
に
規
定
す
る
帳
簿
に
係
る
事
務

の
う
ち
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

到
着
文
書
の
接
受
番
号
は
、
接
受
の
年

(

西
暦

年)

月
日
を
表
す
六
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
及
び
当

該
接
受
日
に
お
け
る
接
受
順
を
表
す
三
桁
の
ア
ラ

ビ
ア
数
字
を
配
列
し
た
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
中

｢

総
務
部
総
務
課｣

を

｢

主
務
課
は
、

総
務
部
総
務
課｣

に
、｢

主
務
課
は
、｣

を

｢

と
き
は
、

接
受
番
号
が
記
入
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は｣

に
改

め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中

｢

後
、｣

の
下
に

｢

起
案

文
書
及
び｣

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
起
案
文
書
の
決
裁

が
終
了
し
た
と
き
は
、
主
務
課
に
お
い
て
起
案
文

書
及
び
文
書
処
理
簿

(

甲)

に
決
裁
月
日
を
記
入

す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中

｢
回
付
部
局
及
び
回
付
月

日｣

を

｢

所
要
の
事
項｣

に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中

｢

に
お
い
て｣
の
下
に

｢

起
案
文

書
及
び｣

を
、｢

上
、｣

の
下
に

｢

当
該
起
案
文
書
を｣

を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条

削
除

第
三
十
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

起
案
文
書
の
番
号
は
、
前
項
に
規
定
す
る
記
号

ご
と
に
、
起
案
の
年

(

西
暦
年)

月
日
を
表
す
六

桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
及
び
当
該
起
案
日
に
お
け
る

起
案
順
を
表
す
三
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
配
列
し

た
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
回
答

文
書
に
係
る
番
号
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
ら
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

部
局
に
お
い
て
発
送
文
書
を
発
送
す
る
と
き
は
、

文
書
発
送
簿
に
所
要
の
事
項
を
記
入
し
、
発
送
後
、

起
案
文
書
に
発
送
月
日
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二

項
と
す
る
。

第
四
十
三
条
中

｢

起
案
文
書｣

の
下
に

｢

及
び
文

書
管
理
簿｣

を
、｢

上
、｣

の
下
に

｢

当
該
起
案
文
書

を｣

を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条

削
除

様
式
第
二
中

｢
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｣

に
改
め
る
。

附

則
(

施
行
期
日)

１

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
内
規
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館

文
書
取
扱
内
規
の
規
定
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一

日
以
後
に
受
領
し
又
は
起
案
し
た
文
書
に
つ
い
て

適
用
し
、
同
日
前
に
受
領
し
又
は
起
案
し
た
文
書

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
等
に
関

す
る
内
規
の
一
部
改
正)

３

国
立
国
会
図
書
館
資
料
利
用
制
限
措
置
等
に
関

す
る
内
規

(

昭
和
六
十
三
年
国
立
国
会
図
書
館
内

規
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
及
び
様
式
第
二
中

｢国
図
収
第

号
｣

を

｢(文
書
記
号
番
号
)｣

に
改
め
る
。

(

館
長
決
定
第
七
号)

国
立
国
会
図
書
館
政
府
出
版
物
国
際
交
換
業

務
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(

平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
政
府
出
版
物
国
際
交
換
業
務
要

領

(

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
決
定)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中

｢

以
下

｢

法｣

と
い
う
。｣

を

｢

昭
和

二
十
三
年
法
律
第
五
号｣

に
、｢

基
い
て｣

を

｢

基

づ
い
て｣

に
改
め
る
。

第
三
項
を
削
る
。

第
四
項
Ｂ
�
中

｢

出
先
機
関
又
は
都
道
府
県
若
し

く
は
市
町
村｣

を

｢

出
版
物
以
外｣

に
改
め
、
同
項

Ｂ
�
�
を
削
り
、
同
項
Ｂ
�
�
中

｢

官
公
庁
の
出
版

物
の
う
ち
、｣

を
削
り
、
同
項
Ｂ
�
中
�
を
�
と
し
、

�
を
�
と
し
、
同
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
五
項
�
中

｢

第
四
項
Ａ｣

を

｢

前
項
Ａ｣

に
改

め
、
同
項
�
中

｢

第
四
項
Ｂ
�
に
掲
げ
る｣

を

｢

学

術
的
な｣

に
改
め
、
同
項
を
第
四
項
と
す
る
。

第
六
項
後
段
を
削
り
、
同
項
を
第
五
項
と
す
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

館
長
決
定
第
八
号)

図
書
館
協
力
用
資
料
に
関
す
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

(

平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
制
定)

図
書
館
協
力
用
資
料
に
関
す
る
件

(

平
成
十
四
年

館
長
決
定
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

二

学
校
教
育
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号)

の
規
定
に
基
づ
く
大
学
、
短
期
大
学
又

は
高
等
専
門
学
校
の
図
書
館
又
は
研
究
所

三

国
立
若
し
く
は
公
立
の
調
査
研
究
機
関
又
は

こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関

様
式
第
一
及
び
様
式
第
二
中

｢国
図
第

号
｣

を

｢(文
書
記
号
番
号
)｣

に
改
め
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

規
則
第
七
号)

国
立
国
会
図
書
館
展
示
会
出
品
資
料
貸
出
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
展
示
会
出
品
資
料
貸
出
規
則

(

昭
和
六
十
一
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中

｢

館
が｣

、｢

と
し
て

指
定
し
た
資
料｣

及
び

｢(

以
下

｢

貴
重
書
等｣

と

い
う
。)｣

を
削
る
。

様
式
第
二
中

｢
国
図

第
号
｣

を｢
(

文
書
記
号
番
号
)｣

に
、｢

部

課
｣

を

｢(部
局
課
名
)｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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号



お
も
な
人
事

副
館
長

大
滝

則
忠

願
に
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
を
免
ず
る

(

総
務
部
長)

参

事

安
江

明
夫

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長
に
任
命
す
る

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

松
橋

和
夫

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
事
務
取
扱

を
命
ず
る

以
上
平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
付
け

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
・
総
合
調
査
室
主
任
事

務
取
扱)

専
門
調
査
員

松
橋

和
夫

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
事
務
取
扱

を
解
く

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付)

同

鈴
木

尚
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
主
幹
・

社
会
労
働
課
長
事
務
取
扱)

調
査
員

山
崎

�
志

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
付

主
幹)

同

小
林

正

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
主
幹
・
国

土
交
通
調
査
室
付
兼
務)

同

春
山

明
哲

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主
任

を
命
ず
る

(
副
館
長
・
総
務
部
長
事
務
取
扱)

副
館
長

安
江

明
夫

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
解
く

(

関
西
館
長)

司

書

生
�

至
剛

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
長
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
長)

同

吉
永

元
信

収
集
部
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
副
部
長)

参

事

和
中

幹
雄

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

資
料
提
供
部
長
を
命
ず
る

(

収
集
部
長)

司

書

原
田

公
子

関
西
館
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
総
務
課
長)

参

事

塚
本

孝

総
務
部
副
部
長
を
命
ず
る

総
務
部
総
務
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

総
務
部
支
部
図
書
館
課
長)

同

戸
澤

幾
子

総
務
部
副
部
長
を
命
ず
る

総
務
部
支
部
図
書
館
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長)

司

書

齋
藤
友
紀
子

資
料
提
供
部
副
部
長
を
命
ず
る

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
事
務
取
扱

を
命
ず
る

(

収
集
部
付
主
任
司
書)

同

網
野

光
明

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
課
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
課
長)

調
査
員

宍
戸

伴
久
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
課
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
七
年
一
月
一
日
付
け

―
元
職
員
に
対
す
る
叙
位
―

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記
(

元
専
門
調
査
員)

鶴
原

壽

従
四
位
に
叙
す
る

平
成
十
六
年
十
一
月
五
日
付
け

―
専
門
調
査
員
の
退
職
―

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長)

専
門
調
査
員

森
山

高
根

平
成
十
六
年
十
二
月
十
五
日
付
け

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任)

同

佐
々
木

良

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主

任)

同

坂
本

幸
一

以
上
平
成
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け

―
功
労
記
章
の
贈
呈
―

永
年
に
わ
た
り
健
康
管
理
医
と
し
て
職
員
の
健
康

管
理
及
び
指
導
に
携
わ
り
、
職
員
の
健
康
保
持
及
び

増
進
に
尽
力
し
多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
関
直
彦
に
対

し
、
功
労
記
章
を
贈
呈
し
た

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
付
け
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ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
・
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
事
務
局

長
の
来
館

一
一
月
二
五
日
に
前
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
図
書

館
長
で
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

(

国
際
図
書
館
連
盟)

事
務
局

長

(

一
二
月
三
一
日
退
任)

の
Ｒ.

ラ
マ
チ
ャ
ン

ド
ラ
ン
氏
が
来
館
し
、｢

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
使
命
／
国

立
国
会
図
書
館
へ
の
期
待｣

と
題
す
る
講
演
を
行
っ

た
。
氏
は
ま
ず
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
活
動
の
概
略
を
紹
介

し
、
つ
い
で
日
本
の
国
立
図
書
館
で
あ
る
当
館
が

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
活
動
に
さ
ら
に
寄
与
す
る
よ
う
期
待
を

述
べ
た
。

当
館
は
毎
年
、
代
表
団
を
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
年
次
総

会
に
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
四
八
の
分
科
会
の
う

ち
一
八
に
登
録
し
て
お
り
、
子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア

ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
と
書
誌
分
科
会
に
常
任
委

員
会
委
員
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
保
存
の

コ
ア
活
動
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
ア
ジ
ア

地
域
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各

国
の
図
書
館
へ
の
資
料
保
存
情
報
の
提
供
や
研
修

生
の
受
入
れ
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。
同
氏
の

講
演
は
当
館
の
国
際
的
活
動
の
意
義
を
再
認
識
さ

せ
る
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
六
回
灰
色
文
献
国
際
会
議

フ
ォ
ー
ラ
ム

｢
『

国
立
国
会
図
書
館
関
西

館』

完
成
ま
で
の
軌
跡｣

の
開
催

平
成
一
六
年
一
一
月
一
七
日
、
当
館
関
西
館
に

お
い
て
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
と
の
共

催
で
、｢

『

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館』

完
成
ま

で
の
軌
跡
―

『

公
共
建
築
の
日』

及
び

『

公
共
建

築
月
間』

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

を
開
催
し
、
公
共

建
築
関
係
者
な
ど
約
二
四
〇
名
の
参
加
を
得
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
国
土
交
通
省
あ
い
さ
つ
の
後
、

当
館
事
業
紹
介
、
関
西
館
工
事
に
お
け
る
国
土
交

通
省
施
策
紹
介
、
関
西
館
設
計
者
陶
器
二
三
雄
氏

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
参
加
者
向
け
に

館
内
施
設
見
学
も
行
っ
た
。

NDL news 当館の最近の動き

職
員
の
死
亡
通
知

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
課
調
査
員
坂
川
定
樹
は
、
平
成
十
七
年
一

月
四
日
に
死
亡
い
た
し
ま
し
た
。
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一
二
月
六
日
か
ら
七
日
ま
で
、
米
国
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
、｢

灰
色
文
献
に
関
す
る
事
業
の
進
展
状

況｣
を
テ
ー
マ
と
し
て
標
記
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

一
二
か
国
か
ら
四
〇
名
以
上
が
参
加
し
、
当
館
か

ら
は
足
立
潔
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
情
報
サ
ー

ビ
ス
係
長
が
出
席
し
た
。

未
知
の
情
報
と
さ
れ
て
き
た
灰
色
文
献
だ
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
情
報
資
源
の
主

流
の
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
参
加
者

の
共
通
す
る
認
識
で
あ
る
。
制
度
的
保
存
の
た
め

の
レ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
と
運
用
、
引
用
や
参
照
頻
度
、

ア
ク
セ
ス
手
段
と
い
っ
た
利
用
動
向
の
調
査
な
ど
、

灰
色
文
献
に
関
す
る
事
業
や
調
査
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
灰
色
文
献
情
報

の
把
握
、
品
質
や
権
威
性
の
維
持
な
ど
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
論
議
が
行
わ
れ
た
。

第
四
五
回
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議

会
の
開
催

標
記
審
議
会
が
、
一
二
月
六
日
、
当
館

(

東
京

本
館)

に
お
い
て
一
一
名
中
一
〇
名
の
委
員
の
出

席

(

う
ち
一
名
は
代
理)

を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

当
館
か
ら
は
館
長
、
副
館
長
、
幹
事
六
名
、
そ
の

他
五
名
が
出
席
し
た
。

議
事
は
、
前
回
の
議
事
録
の
確
認
に
続
い
て
、

｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
の

科
学
技
術
情
報
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
作
業
部

会
報
告
書

(

案)｣

に
つ
い
て
土
屋
俊
作
業
部
会
長

か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。

長
尾�
委
員
長
の
提
案
に
よ
り
、
報
告
書
の
結

論
で
あ
る

｢

一
、
国
立
国
会
図
書
館
に
期
待
す
る

『

施
策
目
標』｣

が
、｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る

国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の
在
り

方
に
関
す
る
提
言

(

案)｣

と
し
て
審
議
さ
れ
、
委

員
の
意
見
を
も
と
に
本
文
を
一
部
修
正
し
た
上
で
、

了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
報
告
書
は

｢

提
言｣

の
説

明
資
料
と
さ
れ
た
。

審
議
終
了
後
に
は
、｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け

る
国
立
国
会
図
書
館
の
科
学
技
術
情
報
整
備
の
在

り
方
に
関
す
る
提
言｣

お
よ
び
説
明
資
料
が
長
尾

委
員
長
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
長
に
手
交
さ
れ
た
。

審
議
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
誌
次
号
に
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。

ド
マ
イ
ヤ
ー
・
北
米
日
本
研
究
資
料
調
整

協
議
会
東
ア
ジ
ア
研
究
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

サ
ー
ビ
ス
諮
問
委
員
会
議
長
を
招
へ
い

一
二
月
一
〇
日
に
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

大
学
図
書
館
司
書
で
、
北
米
日
本
研
究
資
料
調
整

協
議
会

(

Ｎ
Ｃ
Ｃ)

東
ア
ジ
ア
研
究
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス
諮
問
委
員
会
議
長
の
シ
ャ
ロ
ン
・

ド
マ
イ
ヤ
ー
氏

(

写
真)

を
招
へ
い
し
、｢

国
立
国

会
図
書
館
に
期
待
す
る
こ
と｣

と
題
す
る
講
演
会

を
行
っ
た
。

氏
は
日
本
の
図
書
館
情
報
大
学

(

現
・
筑
波
大

学)

と
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
で
図
書
館
情

報
学
を
学
び
、
日
本
情
報
の
専
門
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
講
演
会
で
は

北
米
の
日
本
研
究
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
交
え

な
が
ら
、
日
本
が
発
信
す

べ
き
情
報
、
当
館
に
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
を
具
体
的
に

挙
げ
、
職
員
と
の
間
で
活

発
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
図
書
館
奉
仕
の
拡

充
に
関
す
る
調
査
会

(

第
二
回)

の
開
催

標
記
調
査
会
が
、
一
二
月
一
五
日
、
当
館

(

東

京
本
館)

で
開
催
さ
れ
た
。

竹
内�
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
第
一

回
調
査
会
議
事
録

(

案)

の
内
容
確
認
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
公
開
が
了
承
さ
れ
た
。
引
き
続
き

佐
藤
宗
子
作
業
部
会
長
か
ら
作
業
部
会
の
報
告
が

あ
り
、
作
業
部
会
の
作
成
し
た

｢

第
二
回
調
査
会
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カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
八
二
号

Ａ
４

二
八
頁

A
sk

a
L

ib
ra

ria
n
(

Ｕ
Ｋ)

の
概
要
と
協
同
事
業

と
し
て
の
課
題
／
デ
ン
マ
ー
ク
の
公
共
図
書
館
に
お

け
る
新
た
な
有
料
サ
ー
ビ
ス
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ン
シ
ッ
プ
法
―
専
門
職
の
法
に
よ
る
確
立
―

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉
情
報
コ
モ
ン
ズ：

情
報
基
盤
の

私
事
化
と
民
主
主
義
の
健
全
性
／
学
術
的
ポ
ー
タ
ル

を
め
ぐ
る
動
向

小
特
集：

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
を
め
ぐ
る
動
向

(

英

米
の
報
告
書
を
中
心
に)

科
学
研
究
出
版
の
費

用
分
析
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
／
英
米
両
国
議
会
に

お
け
る
学
術
情
報
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
勧
告

小
特
集：

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
デ
リ

バ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

１.

複
写
物
を
電
子
的
に

送
信
す
る：

英
国
図
書
館S

ecu
re

E
lectro

n
ic

D
eliv

ery

の
試
み
／
２.

訴
訟
対
応
に
迫
ら
れ
る

ド
イ
ツ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
サ
プ
ラ
イ
サ
ー
ビ
ス

su
b
ito

／
３.

フ
ラ
ン
ス
・
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る

文
献
提
供
の
近
況
／
４.

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

〈
研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー
〉
学
校
図
書
館
に
関
す
る
日

本
国
内
の
研
究
動
向

季
刊

四
二
〇
円

(

日)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
四
七
号

Ａ
４

八
一
頁

｢

憲
法
改
正
草
案
要
綱｣
に
対
す
る
米
国
務
省
内

の
論
評
と
総
司
令
部
の
応
答
／
日
本
国
憲
法
制
定
過

程
に
お
け
る
二
院
制
諸
案
／
香
港
基
本
法
を
め
ぐ
る

諸
問
題
／
ア
メ
リ
カ
連
邦
選
挙
運
動
法
に
お
け
る

｢

第
三
者
を
通
じ
た
寄
付｣

／
中
国
の
愛
国
主
義
教

育
に
関
す
る
諸
規
定

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
二
二
号

Ａ
４

一
八
三
頁

【
翻
訳
・
解
説
】
米
国
に
お
け
る
２
０
０
２
年
国
土

安
全
保
障
法
の
制
定
／
ド
イ
ツ
の
人
身
取
引
処
罰
規

定
改
正
法
案
／
韓
国
に
お
け
る
人
身
取
引
関
連
法
の

制
定
／

｢

環
境
憲
章｣

制
定
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
憲

法
改
正
法
案
／
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
館
と
法
制
／
２
０

０
３
年
フ
ラ
ン
ス
公
共
貸
与
権
法
／
カ
ナ
ダ
図
書
館

文
書
館
を
設
立
す
る
た
め
の
法
律

【
短
信
】
ア
メ
リ
カ：

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
関
す

る
独
立
調
査
委
員
会
の
最
終
報
告
書
／
イ
ギ
リ
ス：

憲
法
改
革
法
案：

司
法
権
独
立
の
強
化
／
ロ
シ
ア：

新
し
い
国
民
投
票
法
の
成
立
／
中
国：

全
国
人
民
代

表
大
会
に
よ
る
土
地
管
理
法
の
執
行
情
況
調
査
／
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
憲
法
の
改
正

季
刊

二
、六
二
五
円

(

紀)

(IS
B

N
4-87582-613-3)
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

に
向
け
た
検
討
の
取
り
ま
と
め｣

を
も
と
に
調
査

審
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

｢

取
り
ま
と
め｣

で
は
、

国
際
子
ど
も
図
書
館
が
今
後
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

と
し
て
拡
充
す
べ
き
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性

が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
出
席
委
員
全
員

か
ら
活
発
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
施
設

の
増
設
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
、
新
館･

本
館

(

旧
館)

そ
れ
ぞ
れ
に
集
約
す
る
機
能
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
第
二
回
調
査
会
の
議
論
を
ふ
ま
え
、

作
業
部
会
で
調
査
会
答
申
案
の
起
草
取
り
ま
と
め

作
業
を
行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

な
お
、
第
二
回
調
査
会
開
始
に
先
立
ち
、
委
員

の
う
ち
希
望
者
を
対
象
に
国
際
子
ど
も
図
書
館
の

見
学
を
実
施
し
た
。

NDL news 当館の最近の動き

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



書誌詳細表示画面は､ 書誌情報と所蔵館情報で構成されます｡ 所蔵館情報は図書館

名のほか､ 図書登録番号や請求記号､ さらに書誌データの一部を表示します｡

この総合目録ネットワークシステムは､ 受け付けた書誌データ同士を機械的に同定

処理して自動的にデータベースを構築していきます｡ そのため､ データのわずかな違

いによって書誌データ同士が同定されない場合や､ まれに異なる書誌データ同士が同

定されてしまう場合があります｡ 検索結果をご覧になる際はご注意ください｡

なお､ 検索した資料の利用にあたっては､ 所蔵館に直接問い合わせるのではなく､

最寄りの図書館を通じてご相談ください｡

URL http://unicanet.ndl.go.jp/ (国立国会図書館ホームページ http://www.

ndl.go.jp―資料の検索―総合目録ネットワークシステム)

お問い合わせ先

国立国会図書館関西館事業部図書館協力課総合目録係

E-mail：unicanet@ndl.go.jp

書誌詳細表示画面
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お 知 ら せ
国立国会図書館総合目録ネットワークシステムを公開

平成16年12月6日､ 国立国会図書館総合目録ネットワークシステムの検索機能を公

開しました｡

国立国会図書館総合目録ネットワークは､ 国内の公共図書館における図書館資料資

源の共有化､ 書誌サービスの標準化と効率的利用を図るとともに､ 公共図書館の県域

を越える全国的な図書館相互貸借等を支援することを主たる目的とする事業です｡ 当

館は､ 当館､ 都道府県立図書館および政令指定都市立図書館中央館の所蔵する和図書

を収録対象とした総合目録データベースを維持・管理しています｡

今回公開するのは総合目録ネットワークシステムの検索機能です｡ 平成16年12月末

現在､ 当館､ 都道府県立図書館 (43館) および政令指定都市立図書館中央館 (6館)

の書誌データ約770万件を検索することができます｡

検索項目は､ タイトル､ 著者・編者､ 出版者､ 件名､ 刊行年､ ISBN/ISSNです｡

このうち刊行年はタイトル等と組み合わせて検索します｡ また､ ISBN/ISSNは他の

検索項目とは別に単独で検索します｡ 検索結果一覧の最大表示件数は200件です｡

検索画面
526号／2005① 国立国会図書館月報― 37―



した｡ 選定後著作権の保護期間が満了していない十数点の資料を公開するために､

著作権者あるいは著作権継承者を調査し､ 撮影・電子化の許諾を得ています｡ ま

た､ 他機関所蔵の資料についても許諾を得ています｡ 調査は､ 著作権台帳や電話

帳､ 人物名鑑等あらゆる情報源にあたりましたが､ 著作権継承者が不明の場合や

一つの資料に複数の著作権者がかかわっている場合は､ 特定の困難さもあり､ 許

諾を得るのに数か月を要することもありました｡ 皆様に快く公開を許諾いただけ

たのが幸いでした｡

〈撮影・電子化〉

撮影に際しては､ 資料の大きさや色彩により使用するフィルムの種類を検討す

る必要があります｡ サイズの大きな資料には大きなフィルムを､ 色彩があればカ

ラーフィルムの使用を検討します｡ 撮影したフィルムの電子化作業は､ 高解像度

の保存用の画像を作成した後､ インターネット上で閲覧できる形式に変換します｡

〈解説の執筆〉

解説は､ 制定過程を簡潔に解説した ｢概説｣ や資料の書誌､ 画像､ 説明を一体

化した ｢資料と解説｣ だけでなく､ 憲法制定過程をより理解しやすいように人物

紹介や用語解説等も執筆しました｡ 執筆にあたっては､ 複数の資料を参照し､ 事

実に基づいた客観的な記述となるように心がけました｡

〈サイト作成・公開〉

｢日本国憲法の誕生｣ は､ 多数の資料と大部の解説で構成しているため､ 章立

てなどのレイアウトを工夫しました｡ 資料の画像は実際の資料のページをめくる

ような感覚で見ることができます｡ また､ ほとんどの資料は文字起こしを行いま

した｡ その数は約120点 (約115万字) にも上りますが､ 原本が古く､ 印刷状態が

悪いものや手書きの資料などで文字が判読できない部分もありました｡ さらに､

障害者や高齢者を含むすべての人々が内容を理解できるよう､ 音声読み上げソフ

トに対応する等のアクセシビリティにも配慮しました｡ 作成の最終段階で､ 日本

語版とほぼ同じ内容の英語版を作成します｡ 日本語版がほぼ確定してから作成す

るのですが､ 繊細なテーマだけに日本語版の修正に伴って英語版の修正を繰り返

し行いました｡ また､ 専門用語等の語彙の調整にも時間と労力を要しました｡

その後動作チェックをし､ 問題がないことを確認して公開の運びとなりました｡

電子展示会は､ 当館ホームページの中でも数多くの利用者にご覧いただいてお

り､ 月間平均アクセス数は約55万ページに上ります｡ 公開した資料についてのご

意見・ご感想や転載依頼も数多く寄せられ､ 反響がいかに大き

いかを認識させられます｡

電子展示会を契機として実際に図書館に来館し､ 一次資料に

接する機会を持っていただければ幸いですし､ 資料を手に取っ

てはじめて発見できることもあると思います｡

今後も魅力のある電子展示会を公開していきます｡

(関西館事業部電子図書館課電子情報発信係 中
なか

井
い

惠
やす

久
ひさ

)
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図書館で開催される展示会には､ 資料を実際に見る楽しみや感動､ 発見があり

ます｡ しかし､ 遠方となると展示会場まで足を運ぶのも難しく､ 開催期間などの

制約で見逃す場合もあるでしょう｡

一方､ ホームページ上で公開している電子展示会は､ インターネットに接続で

きる環境があれば､ 時間や場所を気にせずに楽しむことができます｡ また､ 資料

の全ページを掲載したり､ 音声や動画などの様々な技術を利用することで通常の

展示会では成しえなかったことも可能になります｡

当館では､ 総合テーマを ｢日本の記憶｣ として主に日本の歴史と文化に関する

電子展示会を公開しています｡ これまでに ｢インキュナブラ｣､ ｢近代日本人の肖

像｣､ ｢蔵書印の世界｣､ ｢日本国憲法の誕生｣､ ｢日本の暦｣ 等を公開しています

(http://www.ndl.go.jp/jp/gallery/index.html)｡

電子展示会作成の過程を ｢日本国憲法の誕生｣ を例に簡単にご紹介します｡

〈テーマの決定〉

国会に憲法調査会が設置さ

れ､ 憲法論議が活発になる中

で憲法に関する理解を深めて

いただくため､ 当館では､ その制定過程をテーマとしたコンテンツを作成するこ

とにしました｡ この電子展示会は平成14年から２か年計画で作成し､ 平成16年５

月３日の憲法記念日に全面公開しました｡ 占領下における日本側､ 連合国側の一

次資料から､ 多角的に日本国憲法の制定過程を見ることができます｡

〈資料の選定と権利処理〉

まずはじめに､ 制定過程に関する基礎資料約180点を選定しました｡ 選定に当

たっては､ 制定過程の実務を担当した法制局､ 連合国最高司令官総司令部 (GHQ

/SCAP) の資料を中心に､ 展示会として見て楽しい資料も含めるよう努力しま

電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

第４回

【連載目次】
国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)
一次資料の電子的提供
・近代デジタルライブラリー (524号)
・国会会議録フルテキスト・データベースの公開
など (525号)
・電子展示会 (本号)
・国際子ども図書館の電子図書館サービス (次号)
ウェブ・アーカイブと提供
資料に到達するための情報
電子情報の保存と利用保証
電子図書館サービスの目標電子展示会
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国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page
て子どもの読書にかかわっていくことが明確になれば､ 児童サービスの基本は本を選

ぶことであると理解されてくる｡ 科学遊びやミニ・コンサートなどのイベントも､ 子

どもと本をつなぎ､ 子どもの本の世界を広げるものとして位置づけられよう｡

児童書の研究者と子どもの読書の現場にいる人々とは､ 関心の在り処が異なってい

る｡ 昨年スタートさせた ｢児童文学連続講座｣ はこれをつなぐ試みでもあった｡ 子ど

もに本を手渡す仲介者に対してどのようなサポートが期待されているのかを考えるこ

とで､ 研修などの位置づけも明確になる｡

アナログからデジタルへ
子どもの成長を図書館という場で考える時､ アナログからデジタルへの成長と言う

こともできよう｡

多くの情報の中から必要な知識・情報を ｢点｣ として取り出すことがデジタルな世

界であるとすると､ 読書､ 物語を読むというのはアナログな世界と言えるだろう｡ 作

者や登場人物など､ 本に関する情報を知識として知っているだけでは読んだことには

ならない｡ 初めのページから終わりのページまで物語を辿ること､ そして作者の思い

を感じ取ることが読書である｡ たくさんの物語を心に蓄え､ 言葉による想像力や好奇

心を豊かに育てることは､ 子どもの人生の質を大きく変えていくだろう｡

これは､ 理解する力､ 調べる力につながっていく｡ そして､ 情報の海から的確に自

分に必要な情報を選び出す力が育つのではないだろうか｡ 子どもの時にアナログな読

書の体験をたっぷりと培ってほしいと思う｡

子どもの本の世界にかかわること
東京子ども図書館理事長の松岡享子さんが､ 2004年秋の IBBY (国際児童図書評議

会) ケープタウン大会で IBBYオナーリスト (優良作品) の翻訳賞を受賞され､ 受賞

者を代表してのスピーチが大会参加者に大きな感動と共感を与えたと伺った｡ 次のよ

うなお話である｡

―ある日､ 東京子ども図書館に一人の年配のご婦人が訪問された｡ 館内をご案内し

たとき､ 児童室にあった､ 使い込まれた古い小さな子どもの椅子と机に足をとめ､ 慈

しむように手でさすって ｢子どもの仕事っていいですねえ｡ 私も退職したら､ 故郷で

子ども文庫を開きたいのです｣ と話された｡ 彼女は長年特別養護老人ホームにお勤め

で､ １年で40人の臨終に立ち会われたという｡ 幸せな最期ばかりではない､ そのよう

な仕事をしてこられた方が､ 人生の最後に子どもにかかわる仕事をしたいという思い

はとてもよくわかった｡ そして､ ずっと子どもという ｢未来｣ にかかわる仕事をして

いる私たちは､ なんと幸せなことだろう｡ ｢希望｣ とともに働くことなのだから―

世界中のどの地域にいる子どもにも､ より良い人生を送ってほしいと願っている｡

そのために子どもの本が果たす役割は決して小さくない｡ 国際子ども図書館が国立国

会図書館に設置されたことの意味を改めてかみしめ､ 共有したい｡

(とみた みきこ 国際子ども図書館長)
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はじめに
図書館は人々の生活の質､ すなわち“Quality of Life”に大きくかかわっている｡

国立国会図書館 (以下 NDL) は､ 昨年､ 数年来の大きな組織変革を成し遂げた｡

2002年には国際子ども図書館 (以下 ILCL) 全面開館と関西館開館､ 2004年10月には

東京本館の新装開館を行った｡ また､ 電子図書館サービスの拡充によって､ 資料情報

の提供機能とアクセスの利便性とを大幅に改善した｡ 職員にとっても､ 未曾有の変革

期であった｡

図書館が使いやすく高度な情報提供機能を備えることは､ 組織に所属していない個

人であっても､ 生活に必要な決定や選択を行うに際して､ 的確な情報入手が可能とな

ることを意味する｡ これらは“Quality of Life”に大きくかかわってくる｡

子どもの読書と国際子ども図書館
NDLは､ 業務の更なる新展開の指針として ｢国立国会図書館ビジョン2004｣ を策

定した｡ ILCLについては､ 子どもの読書を取り巻く昨今の環境変化を受けて､ 今後

中長期で拡充していくべきサービスの方向性を検討していただくために､ 有識者の方々

による調査会を発足させた｡

そのなかで ｢子どもの読書｣ に果たす ILCLの役割がひとつのテーマとなっている｡

この議論のきっかけは､ ある調査会委員の ｢国際子ども図書館は､ 本のための場か､

読書のための場か｣ という発言であった｡ NDLが､ 当然のこととして ｢本､ 情報｣

の場であり､ 本について調べる､ 必要な情報を得る場であることとの対比である｡

｢読書の場｣ というのは､ 読書する場所という意味ではなく､ 図書館として読書にか

かわるサービスを提供するのかということであり､ ｢なぜ読書が必要か｣ や ｢読書の

質について｣ 考え､ 読書に対するサポートをサービスの柱として位置づけるのかとい

うことである｡

これは､ 私たちにとっては本質的な問いであった｡ そして､ この問題を整理するこ

とが､ これまで ILCLの活動を行う中で抱えてきたさまざまなジレンマを解きほぐす

ことにつながるのではないかと気づいたのである｡

なぜ本を選ぶのか
NDLは納本図書館として和書のいわゆる選

書は行わない｡ また ｢良書｣ の推薦も行ってい

ない｡ ILCLでは開館以来､ ｢子どものへや｣

で提供する資料の選び方や提供のあり方につい

て (たとえば漫画は見せないなど)､ 情報アク

セスの自由などとの関連も含めて､ 議論を重ね

てきた｡ この問題も､ ナショナルセンターとし

国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page

“Quality of Life”
富田 美樹子

子どものへや
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第135回常設展示 戦時下の出版 平成17年１月20日～３月15日

｢２本よし､ ３本だめのあと安打を飛ばし｣ これは敵性語として英米語が追放さ

れていた時代における､ 野球の実況中継です｡ ｢よし｣ は ｢ストライク｣､ ｢だめ｣ は

｢ボール｣､ ｢安打｣ は今では ｢ヒット｣ になります｡

こうした実況が行われていたのは､ 今から60数年前｡ 当時､ 日本は戦争の真っ只中

にありました｡ 戦争を体験していない私は､ 歴史の教科書や祖父母の話､ テレビのド

キュメンタリー番組や映画などにより､ 当時の状況に関する知識を得てきました｡ 戦

闘､ 空襲､ 物資の不足､ 人々の生活に様々な悲劇と制約とをもたらしたこれらのこと

がらに並んで私が心を動かされるのは､ 言論や思想の弾圧です｡ 冒頭の滑稽とも思わ

れる事例に象徴されるような言論統制がまかり通っていた時代､ 読書の幸せをかみ締

めることができる本は出版されていたのだろうか｡ 今回の展示企画は､ そんな疑問か

ら生まれました｡

ひとくちに戦時下の出版といっても､ それはとても広い概念です｡ そこで､ 日本出

版文化協会 (のちの日本出版会) が行った図書推薦事業に焦点をあてることにしまし

た｡ 日本出版文化協会は昭和15年12月に成立し､ 昭和18年には改組されて日本出版会

となりました｡ 内閣情報局の監督下で出版企画の事前審査や印刷用紙の割当査定を行

い､ 出版界の統制および出版業者に対する文化指導の実施機関として機能しました｡

こうした活動の一環として行われた図書の推薦には､ 当時から賛否両論があった様子

で､ 書評誌 『書物展望』 にも､ これに対する期待と批判の記述が散見されます｡ 一方､

出版史研究者の岡野他家夫氏は著書 『日本出版文化史』 において､ 日本出版文化協会

の良書推薦事業を ｢功績の一つ｣ と評価し､ さらに戦況が悪化した昭和18年以降の推

薦図書についても､ ｢必ずしも軍や政府の御用向の図書のみが候補にのぼるというこ

とはなかった｣ と振り返っています｡

今回は､ こうして戦時中に ｢良書｣ として推薦された図書を､ 科学・文芸・芸術・

スポーツ等のいくつかの分野から選

び､ 発禁関係書類など戦時下におけ

る出版界の状況をうかがうことがで

きる資料や､ 『陸軍』 『旋風二十年』

など終戦前後の出版界を象徴する図

書・雑誌とあわせて展示します｡ 折

しも､ 平成17年は戦後60年目にあた

ります｡ 展示する資料は､ 戦時中に

出版された図書や雑誌のほんの一部

にすぎませんが､ ｢あの時代｣ の日

本を推し量る一助となれば幸いです｡

(石
いし

田
だ

暁
あき

子
こ

・松
まつ

井
い

美
み

樹
き

)
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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